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代表：鵜之沢  正𠮷

社会人として歩み始めた同窓会員の３人。
大学や大学院での学びをもとに、それぞれの
職種で仕事に励んでいます。

大学職員（人事部・給与厚生業務）

教育・研究・医療を先導する人材を支える「縁の下の力持ち」になりたいと考えま
す。これから社会へと進出する学生の進路支援はもちろん、学問を開拓する研究者
でもある教授のサポート、さらには大学病院の経営企画など、職員としての業務は
多岐にわたります。いずれも裏方の仕事が多く、一般社会との関わりは見えにくい
かもしれませんが、あらゆる分野の未来を担う人々が集う職場において、その環境
をより良いものとすることで、縁の下にいながら社会貢献できるこの仕事にとても
やりがいを感じています。

エンジニア・ビッグデータの解析

近年の情報社会では「AI」が重要なキーワードとなってきています。しかし、現在の
AIは映画などのフィクションで語られるような存在にはまだ程遠いです。AIに限りま
せんが、技術の発展というのは「ある日いきなり起きる」ということはなく、地道な
研究の上に成り立つものです。私も一人の技術者として、そういった研究に携わり、
今はまだフィクションの中の存在を実現させていきたいと考えています。

東京都職員・福祉に関わる仕事

大学では主にジェンダーやフェミニズムについて学び、約１年間イギリスのバーミ
ンガムに留学しました。移民の多い土地柄で、多様な文化的背景を持つ人の中で自
らも外国人として暮らした経験は得難いものでした。今後はこれまでの経験を活か
し、社会的弱者、特に、困難を抱えている女性や外国人を支援する仕組みづくりに
携わることで、多様な人々がそれぞれ尊重される社会の実現に少しでも貢献できた
らと思っています。

岩瀬　美乃里（高67）

伊藤　祐貴（高65）

木野　　結（高63）
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高
校
27
回
普
通
科
卒
業
の
鵜
之
沢
正
𠮷
で

す
。
会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
、
同
窓
会

活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
度
は
、元
号
が「
平
成
」か
ら「
令

和
」
に
変
わ
る
節
目
の
年
と
な
り
、
新
し
い

時
代
を
迎
え
て
、
気
持
ち
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
い
る
も
の
と
ご
推
察
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
会
長
に
就
任
し
て
の
感
想
を
特
に

二
つ
に
絞
っ
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、
満
63
歳
の
年
回
り
の
卒
業
学
年

か
ら
同
窓
会
長
を
輩
出
し
、
各
専
門
部
長
を

選
び
、
在
校
生
対
象
の
講
演
会
や
、
同
窓
会

総
会
で
の
記
念
講
演
会
の
講
師
を
出
し
て
い

く
仕
組
み
に
感
動
し
て
い
ま
す
。

　

高
校
第
27
回
同
期
生
は
、
今
年
度
満
63
歳

を
迎
え
、
そ
の
た
め
５
年
程
前
か
ら
各
ク
ラ

ス
有
志
が
集
っ
て
懇
親
を
深
め
、
役
員
選
出

の
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

満
60
歳
の
時
に
は
、
成
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

に
お
い
て
同
期
の
同
窓
会
を
開
催
し
、
事
情

を
説
明
す
る
と
と
も
に
会
長
候
補
者
の
立
候

補
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
場
で

は
決
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
各
ク
ラ

ス
有
志
に
よ
る
準
備
会
の
立
ち
上
げ
や
、
役

員
選
出
の
一
任
、
併
せ
て
、
協
力
の
約
束
を

取
り
付
け
て
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

10
月
３
日（
木
）Ｐ
Ｇ
Ｍ
総
成
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
で
開
催
さ
れ
た
シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
大
会
で

は
、１
２
８
名
の
参
加
者
が
あ
り
、そ
の
運
営

の
為
に
、
ゴ
ル
フ
を
プ
レ
ー
し
な
い
女
性
同

期
生
10
名
が
手
伝
い
に
来
て
、
受
付
や
ら
記

録
集
計
や
ら
表
彰
式
の
準
備
や
ら
を
行
い
、

大
会
の
一
助
を
担
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

諸
先
輩
の
皆
さ
ん
が
英
知
を
結
集
し
作
り

上
げ
て
き
た
、
匝
瑳
中
・
高
同
窓
会
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
組
織
づ
く
り
の
仕
組
み
こ
そ
、
同
期

の
卒
業
生
の
結
束
を
固
め
、
併
せ
て
同
窓
会

全
体
の
活
性
化
に
役
立
つ
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
各
支
部
の
母
校
に
対
す
る
帰

属
意
識
の
高
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

本
同
窓
会
に
は
近
隣
の
市
町
は
も
と
よ

り
、
四
街
道
・
京
葉
・
東
京
支
部
ま
で
合
わ

せ
て
13
の
支
部
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
は
年
齢
や
職
業
を
超
え
て
オ
ー
プ

ン
に
、
フ
ラ
ッ
ト
に
集
ま
っ
て
、
懇
親
を
深

め
、
ゴ
ル
フ
会
な
ど
の
活
動
を
行
い
、
母
校

の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
、
ま
た
助
け
合

い
、
在
校
生
へ
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

各
支
部
が
、
地
域
の
同
窓
生
間
、
そ
し
て

在
校
生
と
の
交
流
の
橋
渡
し
と
な
り
、「
人

と
人
と
の
繋
が
り
」
の
確
実
な
パ
イ
プ
役
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
大
変
す
ば
ら
し
い
と

感
じ
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
、
千
葉
県
立
匝
瑳
中
学
校
・
高

等
学
校
は
、
大
正
13
年
に
開
校
し
て
以
来
、

96
年
目
を
迎
え
、
卒
業
生
は
２
万
５
千
人
を

超
え
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
同
窓
生
の
中
に
は
、
各
地
域
の

様
々
な
分
野
で
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
を

し
て
い
る
方
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
一
層
匝
瑳
中
・
高
同
窓
会
に
お

け
る
交
流
の
輪
、
懇
親
の
輪
が
広
が
り
、
世

代
を
超
え
て
結
束
を
固
め
、
母
校
の
存
在
感

が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ

ま
し
て
、会
長
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

令和元年度　役員　（12月現在）

会

長

鵜
之
沢
正
𠮷
（
高
27
）
新

副

会

長

南
波　
　

隆
（
高
28
）
新

次
期
会
長

椎
名　
　

満
（
高
27
）
新

匝
陵
会
会
長

実
川　

俊
一
（
高
21
）

旭
匝
会
会
長

石
毛　
　

理
（
高
20
）

銚
匝
会
会
長

鈴
木　

敏
彦
（
高
29
）
新

横
匝
会
会
長

郡
司
圭
一
郎
（
高
27
）
新

多
古
町
匝
高
会
会
長

石
井　
　

稔
（
高
18
）

京
葉
支
部
会
長

須
郷　

隆
雄
（
高
17
）
新

匝
東
会
会
長

長
谷
川
秀
雄
（
高
27
）

干
潟
支
部
会
長

大
木　

茂
雄
（
高
25
）

野
栄
支
部
会
長

加
瀬　

正
彦
（
高
24
）

飯
匝
会
会
長

椎
名　

重
基
（
高
18
）

光
支
部
会
長

加
瀬　
　

操
（
高
17
）

海
上
支
部
会
長

工
藤　

博
孝
（
高
11
）

四
街
道
支
部
会
長

監

事

中
村　

正
平
（
高
25
）

萩
原　

吉
春
（
高
31
）

総
務
部
長

菱
木　

智
仁
（
高
27
）
新

文
化
部
長

飯
島　

美
恵
（
高
17
）

体
育
部
長

宇
野
佐
太
夫
（
高
27
）
新

会
報
編
集
委
員
長

太
田　

和
利
（
高
27
）
新

事
務
局
長

宇
野　

典
男
（
高
30
）

会

計

宮
内　

千
尋
（
高
57
）

書

記

青
澤　

晴
美
（
高
32
）

顧

問

加
瀨　

健
司
（
高
30
）

校
長

湯
上　

準
一

全
日
制
教
頭

志
賀　

達
也

全
日
制
教
頭

塚
本　
　

宏

定
時
制
教
頭

岡
田　
　

稔

事
務
長

参

与

佐
藤　

正
樹
（
高
26
）
新

従
来
の
方
々
に
加
え

　令和元年６月23日、匝瑳高校食堂で令和

元年度定例総会が開催されました。新会長

に高27回生の鵜之沢正𠮷さんを選出し、平

成30年度の活動報告・決算の承認、令和元

年度事業計画・予算などが決定されました。

鵜之沢正𠮷 会長
（高27）

令和元年度　 定例総会開催

会
長
あ
い
さ
つ

新会長に　鵜之 沢　正  𠮷 さん（高27）就任

「
匝
瑳
中
・
高
同
窓
会
の
絆
未
来
へ
」
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収入の部　合計� 5,370,000�円
支出の部　合計� 5,370,000�円

差引残高� 0�円

収入の部　合計� 7,757,554�円
支出の部　合計� 5,124,318�円

差引残高� 2,633,236�円

平成30年度  匝瑳高等学校同窓会  一般会計決算書
（自　平成30年４月１日　　至　平成31年３月31日）

令和元年度  匝瑳高等学校同窓会  一般会計予算
（自　平成31年４月１日　　至　令和２年３月31日）

収入の部 （▲印：減、単位：円）

科　目 予算額 前年度予算額 増　減 備　考
前年度繰越金 2,633,236 4,971,527 ▲ 2,338,291 前年度から繰り越し

会 費 1,800,000 1,800,000 0

入 会 金 852,000 930,000 ▲ 78,000 全日制275名　定時制９名

繰 入 金 0 0 0 京葉銀行スーパー定期

寄 付 金 80,000 30,000 50,000 さふさ広告

雑 収 入 4,764 4,473 291 名簿売上、預金利息

収 入 の 部 計 5,370,000 7,736,000 ▲ 2,366,000

支出の部 （▲印：減、単位：円）

科　目 予算額 前年度予算額 増　減 備　考
会 議 費 570,000 500,000 70,000 総務部、文化部、幹事会、支部総会

事 務 費 120,000 120,000 0 事務通信費、印刷費

旅 費 60,000 60,000 0 会務旅費（学校/会長）

慶 弔 費 30,000 50,000 ▲ 20,000 役員等

振 込 手 数 料 25,000 20,000 5,000 会費振込手数料

会 報 発 行 費 3,000,000 2,850,000 150,000 印刷費、発送費

補 助 費 1,000,000 1,000,000 0 母校教育活動への補助

Ｈ Ｐ 管 理 費 166,752 166,752 0 ホームページの管理

予 備 費 398,248 469,248 ▲ 71,000

特 別 会 計 へ 0 2,500,000 ▲ 2,500,000

支 出 の 部 計 5,370,000 7,736,000 ▲ 2,366,000

特別会計 （単位：円）

備　考
前 年 度 繰 越 13,085,239 13,085,239

支 出 の 部 0 一般会計へ

収 入 の 部 0 一般会計より

次 年 度 繰 越 13,085,239

収入の部 （▲印：減、単位：円）

科　目 予算額 決算額 増　減 備　考
前年度繰越金 4,971,527 4,971,527 0

会 費 収 入 1,800,000 1,787,000 ▲ 13,000

入 会 金 収 入 930,000 918,000 ▲ 12,000 全日制301名　定時制５名

繰 入 金 0 0 0 京葉銀行スーパー定期

寄 付 金 収 入 30,000 81,000 51,000 総会懇親会剰余金・さふさ52号広告掲載料

雑 収 入 4,473 27 ▲ 4,446 利子

収 入 の 部 計 7,736,000 7,757,554 21,554

支出の部 （▲印：減、単位：円）

科　目 予算額 決算額 増　減 備　考
会 議 費 500,000 557,945 ▲ 57,945 総務部会・文化部会・幹事会・支部

事 務 費 120,000 86,429 33,571 事務通信費・印刷費

旅 費 60,000 59,500 500 会務旅費

慶 弔 費 50,000 0 50,000

振 込 手 数 料 20,000 14,830 5,170 会費振込手数料

会 報 発 行 費 2,850,000 2,901,872 ▲ 51,872 印刷費・発送費

補 助 費 1,000,000 1,336,990 ▲ 336,990 母校教育活動への補助

Ｈ Ｐ 管 理 費 166,752 166,752 0

予 備 費 469,248 0 469,248 会議費・会報発行費・補助費の予算額からの
不足分に対し、予備費より充当した

特 別 会 計 へ 2,500,000 0 2,500,000

支 出 の 部 計 7,736,000 5,124,318 2,611,682

特別会計 （単位：円）

科　目 収　入 支　出 備　考
一般会計へ 0 0

定期預金受取利息 685 千葉銀行／京葉銀行

定期預金預け入れ 685

合計 685 685

財産目録 （▲印：減、単位：円）

Ｈ30年3月31日 Ｈ31年3月31日 差　額

一般会計 現金 94,975 385,111 290,136

ゆうちょ銀行　当座預金 1,841,130 613,300 ▲ 1,227,830

ゆうちょ銀行　通常貯金 3,035,422 1,634,825 ▲ 1,400,597

一般会計 合計 4,971,527 2,633,236 ▲ 2,338,291
特別会計 千葉銀行　定期預金 3,032,013 3,032,270 257

京葉銀行　スーパー定期 5,052,541 5,052,969 428

京葉銀行　スーパー定期 0 0 0

ゆうちょ銀行　定額貯金 5,000,000 5,000,000 0

千葉興業銀行　スーパー定期 0 0 0

特別会計 合計 13,084,554 13,085,239 685
総　　資　　産 18,056,081 15,718,475 ▲ 2,337,606

同
窓
会
の
定
例
総
会
は
、
毎
年
６
月

の
第
４
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

※
令
和
２
年
度
は
６
月
28
日
に
開
催

し
ま
す
。 令和元年度　 定例総会開催

新会長に　鵜之 沢　正  𠮷 さん（高27）就任
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総
会
終
了
後
、
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

副
理
事
長
の
越
川
和
彦
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
紹
介

や
外
交
官
時
代
の
貴
重
な
体
験
を
交
え
な
が
ら
、

米
中
関
係
を
中
心
に
日
本
の
外
交
問
題
に
つ
い
て

話
さ
れ
、
多
く
の
同
窓
会
員
が
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。
講
演
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

１ 

国
際
社
会
の
大
き
な
変
化

　

最
近
の
世
界
情
勢
を
見
る
と
、
中
国
の
急
速
な

台
頭
、超
大
国
化
が
進
行
し
、ア
メ
リ
カ
で
は
ト
ラ

ン
プ
政
権
が
誕
生
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、イ
ギ
リ
ス

が
Ｅ
Ｕ（
欧
州
連
合
）か
ら
離
脱
を
決
め
る
な
ど
欧

州
統
合
の
後
退
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
国
際
社
会
は

大
き
な
変
化
を
迎
え
て
い
ま
す
。

２ 

国
際
社
会
、国
家
間
の
基
本
構
造

　

国
際
社
会
の
基
本
構
造
は
、
一
言
で
い
え
ば
、

力（
ち
か
ら
）の
世
界
、
軍
事
力
の
世
界
で
す
。国
際

法（
条
約
）で
は
、あ
る
国
が
条
約
を
破
っ
て
も
、処

罰
を
与
え
る
実
行
機
関
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
た

め
、
強
い
国
が
や
り
た
い
放
題
と
い
う
の
が
現
実

で
す
。国
際
連
合
は
、
第
２
次
世
界
大
戦
の
反
省
を

も
と
に
生
ま
れ
た
国
際
機
関
で
す
。日
本
で
は
、

国
連
と
略
し
ま
す
が
、英
語
で
は
、ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
ｅ
ｄ

ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
、
連
合
国
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。も
と
も
と
は
、
戦
勝
国
が
作
っ
た
機
関
で
、

未
だ
に
敵
国
条
項
が
残
っ
て
い
ま
す
。国
連
の
決

ま
り
ご
と
を
破
っ
た
国
を
国
連
安
保
理
が
認
定
し

て
制
裁
を
加
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
当
初
は
国
連

軍
も
設
置
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
米
ソ
の
対
立

に
よ
り
実
現
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
P
K
O
（
国
連

平
和
維
持
活
動
）と
い
う
組
織
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
国
連
軍
と
は
全
く
性
格
の
違
っ
た
も
の
で

す
。大
国（
常
任
理
事
国
）に
は
拒
否
権
が
あ
る
た

め
、
ほ
と
ん
ど
機
能
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。戦
後

70
年
過
ぎ
て
も
、
当
時
の
戦
勝
国
が
安
保
理
の
中

心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

時
代
と
現
実
と
大
き
な
ず
れ
が
生
じ
て
い
ま
す
。

一
方
、日
本
国
内
で
は
、個
別
自
衛
権
と
集
団
的
自

衛
権
の
憲
法
第
９
条
に
お
け
る
解
釈
改
憲
が
行
わ

れ
、
従
来
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
集
団
的
自
衛

権
に
つ
い
て
、
特
定
の
場
合
に
限
っ
て
行
使
で
き

る
と
い
う
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

３ 

中
国
の
超
大
国
化

　

中
国
は
、
鄧
小
平
時
代
の「
韜
光
養
晦（
と
う
こ

う
よ
う
か
い
）」（
才
能
を
隠
し
て
、
い
い
時
期
の

到
来
を
待
つ
と
い
う
意
味
）、
そ
の
後
は
、
平
和
の

台
頭
と
い
う
言
葉
を
使
い
、
あ
く
ま
で
平
和
を
求

め
、
軍
事
の
拡
張
や
覇
権
は
求
め
ま
せ
ん
と
い
う

姿
勢
で
し
た
。と
こ
ろ
が
、
習
近
平
主
席
に
な
っ
て

か
ら
状
況
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。中
華
民
族

の
偉
大
な
復
興
、
中
華
の
夢
の
実
現
を
明
言
し
ま

し
た
。中
国
は
明
、
清
の
時
代
は
超
大
国
で
し
た
。

こ
れ
が
ア
ヘ
ン
戦
争
以
降
欧
米
の
侵
略
に
よ
る
植

民
地
化
が
な
さ
れ
た「
屈
辱
の
１
０
０
年
」を
教
訓

に
、
か
つ
て
の
栄
光
を
取
り
戻
そ
う
と
い
う
考
え

方
で
す
。中
国
の
経
済
力（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）は
、２
０
１
０

年
に
日
本
を
抜
き
、
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
世
界
第
２

位
の
経
済
大
国
と
な
り
、
近
い
将
来
ア
メ
リ
カ
を

も
凌
ぐ
勢
い
で
す
。経
済
活
動
が
活
発
に
な
り
、
原

油
や
工
業
製
品
等
の
輸
出
入
が
増
加
す
る
中
で
、

シ
ー
レ
ー
ン（
海
上
輸
送
路
）の
防
衛
が
軍
事
上
の

主
要
課
題
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。外
洋
艦
隊
の
創

設
や
空
母
、
核
搭
載
可
能
な
原
子
力
潜
水
艦
の
配

備
等
海
軍
力
の
著
し
い
強
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

４ 

米
国
の
変
貌

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
反
旗
を

翻
す
形
で
、ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト（
一
国
主
義
）

を
掲
げ
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
誕
生
し
、
対
中
国

観
が
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。オ
バ
マ
政
権
ま
で

は
、
ア
メ
リ
カ
の
利
益
に
中
国
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
協
調
路
線

を
と
っ
て
き
ま
し
た
が
、
対
中
国
貿
易
の
大
幅
な

赤
字
を
背
景
に
、競
争
の
相
手
国
と
し
て
、貿
易
戦

争
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
対
立
関
係
に
な
っ
て
い
ま

す
。当
面
は
こ
の
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

５ 

日
中
関
係
の
現
状

　

日
中
関
係
を
見
る
と
、
尖
閣
諸
島
問
題
で
国
交

正
常
化
後
最
悪
の
状
況
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

米
中
の
対
立
を
背
景
に
、
中
国
の
二
正
面
対
立
を

回
避
す
る
戦
略
的
思
考
な
ど
か
ら
、
安
倍
総
理
の

訪
中
を
機
に
表
面
的
に
は
正
常
化
が
図
ら
れ
ま
し

た
。

６ 

今
後
の
日
本
外
交

　

中
国
の
超
大
国
化
、
ア
メ
リ
カ
の
相
対
的
な
国

力
が
低
下
す
る
中
で
、日
本
は
、日
米
同
盟
を
一
層

強
化
す
る
と
と
も
に
、太
平
洋
・
イ
ン
ド
洋
に
お
け

る
周
辺
諸
国
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
、

主
張
す
る
こ
と
は
主
張
し
、
中
国
に
正
し
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。「
外
交
に
お
い
て
、
永
遠
の
同
盟
も
な
け

れ
ば
永
遠
の
敵
も
な
い
。あ
る
の
は
た
だ
一
つ
、

常
に
自
国
の
国
益
の
み
」こ
れ
は
、
元
英
国
首
相
の

パ
ー
マ
ス
ト
ン
の
言
葉
で
す
が
、こ
れ
が
、国
際
社

会
に
お
け
る
基
本
的
な
発
想
で
す
。未
来
永
劫
、

同
盟
は
続
く
か
と
い
う
と
、そ
う
で
は
な
い
、や
は

り
日
本
は
、日
本
の
国
益
、安
全
と
繁
栄
を
守
る
た

め
、
常
に
こ
う
い
う
事
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
外
交

に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

日本の外交
～米中対立する世界で～

独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）副理事長　

 越川　和彦  氏（高27 理数科２）

記 念 講 演
平成30年度　事業報告

本部関係 事業内容 会　場

30.６.24

定例総会
　※会長に佐藤正樹氏（高26）を選出
　※記念講演　�大木健一氏（高26）
　　「東京一極集中から震災復興まで」

視聴覚室

30.７.25 第１回総務部会 西城館
30.11.26 第２回総務部会 西城館
31.２.２ 新年幹事会 梅田家
31.３.８ 全日制同窓会入会式　高71回 体育館

31.３.９
午前全日制卒業式 体育館
夜定時制卒業式・同窓会入会式　定65回 食　堂

31.４.９
午前全日制入学式 体育館
夜定時制入学式 食　堂

31.４.25 第３回総務部会 西城館
元.５.30 幹事会 西城館

元.６.22 母校文化祭（蔦陵祭）
ギャラリーの公開、ＰＴＡバザーへの協力

食　堂
ギャラリー

元.６.　 ホームページ更新

体 育 部 事業内容 会　場
30.７.15 第１回体育部会
30.９.27 第２回体育部会
30.10.24 シニアゴルフ大会 山田ゴルフ倶楽部
30.10.28� 第３回体育部会
31.４.21 第４回体育部会
元.５.27 親睦ゴルフ大会 ゴルフ倶楽部成田ハイツリー
元.６.１ 体育部会引継式

文 化 部 事業内容 会　場
30.７.３ 第１回文化部会 西城館
元.５.20 第２回文化部会 西城館

会　　報 事業内容 会　場
30.８.28 第１回会報編集委員会 応接室
30.10.２ 第２回会報編集委員会 応接室
30.11.６ 第３回会報編集委員会 応接室
30.12.９ 第４回会報編集委員会 応接室
31.１.18 さふさ52号発行

令和元年度　事業計画
本部関係 事業内容 会　場

元.６.23 定例総会
※記念講演　越川和彦氏（高27） 食　堂

元.７.29 第１回総務部会　 西城館
元.12.10 第２回総務部会 西城館
２.２.１ 新年幹事会 梅田家
２.３.６ 全日制同窓会入会式　高72回 体育館

２.３.７
午前全日制卒業式 体育館
夜定時制卒業式・同窓会入会式　定66回 食　堂

２.４.７
午前全日制入学式　　 体育館
夜定時制入学式　 食　堂

２.４.　 第３回総務部会　 西城館
２.５.　 幹事会 西城館

２.６.27
母校文化祭（蔦陵祭）　

ギャラリー
ギャラリーの公開、ＰＴＡバザーへの協力

２.６.　 ホームページ更新

体 育 部 事業内容 会　場
元.７.15 第１回体育部会
元.８.30 第２回体育部会
元.10.３ シニアゴルフ大会 ＰＧＭ総成ゴルフクラブ
２.１.　 第３回体育部会
２.４.　 第４回体育部会
２.５.18 親睦ゴルフ大会 小見川東急ゴルフクラブ
２.５.　 体育部会引継式

文 化 部 事業内容 会　場
元.７.４ 第１回文化部会 西城館
２.５.　 第２回文化部会 西城館

会　　報 事業内容 会　場
元.８.28 第１回会報編集委員会 応接室
元.11.５ 第２回会報編集委員会 応接室
元.11.15 第３回会報編集委員会 応接室
元.11.22 第４回会報編集委員会 応接室
元.12.　 さふさ53号発行
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創立90周年教育助成事業
第５期　　自平成30年４月１日　至平成31年３月31日事業決算

収入の部 支出の部
第５期事業費 1,200,000 理数科振興費 299,840
奨学金の一部返金 30,000 文化的事業の助成 345,371
決算利息 81 大学進学者対象奨学金 200,000

定時制生徒の教育支援 41,680
教育助成事業会計へ繰入 343,190

合　計 1,230,081 1,230,081

　総額は1,200万円。120万円を年間の事業予算として、教育助成事業を行うものとし、
・全日制においては、進学指導重点校としての教育活動費用を援助する。
・定時制においては、厳しい教育環境下にいる生徒の教育活動の活性化を援助する。
・奨学金は、５万円（給付４万円・貸与１万円）

財産目録（教育助成事業）
Ｈ30年３月31日 Ｈ31年３月31日

普通預金
   銚子信金  八日市場支店 8,344,664 7,487,854

合　計 8,344,664 7,487,854

創立90周年記念事業残余金
収入の部

決算利息 46 次年度繰越 46
合　計 46 合　計 46

・90 周年記念事業の残余金については、100 周年記念事業の準備資金として同窓会が管理する。

財産目録（創立100周年記念事業準備金）
Ｈ30年３月31日 Ｈ31年３月31日

普通預金
   銚子信金  八日市場支店 4,659,257 4,659,303

合　計 4,659,257 4,659,303

創立90周年記念教育助成事業第６期
収入の部 支出の部

第５期からの繰越金 7,487,854 普通預金（銚子信金） 6,327,854
奨学金の一部返金 40,000 第６期事業 1,200,000

合　計 7,527,854 合　計 7,527,854

第６期（令和元年度）事業予算
収入の部

科　目 予算額 前年度予算額 増　減 備　考
第６期事業費 1,200,000 1,200,000 0 令和元年度教育助成事業費

合　計 1,200,000 1,200,000 0
支出の部

科　目 予算額 前年度予算額 増　減 備　考
理数科振興費 380,000 380,000 0 理数科の課題研究補助
教育補助費 500,000 500,000 0 文化的事業の助成
奨　学　金 200,000 200,000 0 大学進学者対象奨学金
定時制振興費 120,000 120,000 0 定時制生徒の教育支援

合　計 1,200,000 1,200,000 0

創立90周年記念事業残余金
収入の部 備　考

前期繰越金 4,659,303
決算利息 46

合　計 4,659,349 銚子信金　八日市場支店

　

総
会
終
了
後
、
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

副
理
事
長
の
越
川
和
彦
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
紹
介

や
外
交
官
時
代
の
貴
重
な
体
験
を
交
え
な
が
ら
、

米
中
関
係
を
中
心
に
日
本
の
外
交
問
題
に
つ
い
て

話
さ
れ
、
多
く
の
同
窓
会
員
が
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。
講
演
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

１ 

国
際
社
会
の
大
き
な
変
化

　

最
近
の
世
界
情
勢
を
見
る
と
、
中
国
の
急
速
な

台
頭
、超
大
国
化
が
進
行
し
、ア
メ
リ
カ
で
は
ト
ラ

ン
プ
政
権
が
誕
生
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、イ
ギ
リ
ス

が
Ｅ
Ｕ（
欧
州
連
合
）か
ら
離
脱
を
決
め
る
な
ど
欧

州
統
合
の
後
退
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
国
際
社
会
は

大
き
な
変
化
を
迎
え
て
い
ま
す
。

２ 

国
際
社
会
、国
家
間
の
基
本
構
造

　

国
際
社
会
の
基
本
構
造
は
、
一
言
で
い
え
ば
、

力（
ち
か
ら
）の
世
界
、
軍
事
力
の
世
界
で
す
。国
際

法（
条
約
）で
は
、あ
る
国
が
条
約
を
破
っ
て
も
、処

罰
を
与
え
る
実
行
機
関
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
た

め
、
強
い
国
が
や
り
た
い
放
題
と
い
う
の
が
現
実

で
す
。国
際
連
合
は
、
第
２
次
世
界
大
戦
の
反
省
を

も
と
に
生
ま
れ
た
国
際
機
関
で
す
。日
本
で
は
、

国
連
と
略
し
ま
す
が
、英
語
で
は
、ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
ｅ
ｄ

ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
、
連
合
国
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。も
と
も
と
は
、
戦
勝
国
が
作
っ
た
機
関
で
、

未
だ
に
敵
国
条
項
が
残
っ
て
い
ま
す
。国
連
の
決

ま
り
ご
と
を
破
っ
た
国
を
国
連
安
保
理
が
認
定
し

て
制
裁
を
加
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
当
初
は
国
連

軍
も
設
置
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
米
ソ
の
対
立

に
よ
り
実
現
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
P
K
O
（
国
連

平
和
維
持
活
動
）と
い
う
組
織
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
国
連
軍
と
は
全
く
性
格
の
違
っ
た
も
の
で

す
。大
国（
常
任
理
事
国
）に
は
拒
否
権
が
あ
る
た

め
、
ほ
と
ん
ど
機
能
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。戦
後

70
年
過
ぎ
て
も
、
当
時
の
戦
勝
国
が
安
保
理
の
中

心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

時
代
と
現
実
と
大
き
な
ず
れ
が
生
じ
て
い
ま
す
。

一
方
、日
本
国
内
で
は
、個
別
自
衛
権
と
集
団
的
自

衛
権
の
憲
法
第
９
条
に
お
け
る
解
釈
改
憲
が
行
わ

れ
、
従
来
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
集
団
的
自
衛

権
に
つ
い
て
、
特
定
の
場
合
に
限
っ
て
行
使
で
き

る
と
い
う
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

３ 

中
国
の
超
大
国
化

　

中
国
は
、
鄧
小
平
時
代
の「
韜
光
養
晦（
と
う
こ

う
よ
う
か
い
）」（
才
能
を
隠
し
て
、
い
い
時
期
の

到
来
を
待
つ
と
い
う
意
味
）、
そ
の
後
は
、
平
和
の

台
頭
と
い
う
言
葉
を
使
い
、
あ
く
ま
で
平
和
を
求

め
、
軍
事
の
拡
張
や
覇
権
は
求
め
ま
せ
ん
と
い
う

姿
勢
で
し
た
。と
こ
ろ
が
、
習
近
平
主
席
に
な
っ
て

か
ら
状
況
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。中
華
民
族

の
偉
大
な
復
興
、
中
華
の
夢
の
実
現
を
明
言
し
ま

し
た
。中
国
は
明
、
清
の
時
代
は
超
大
国
で
し
た
。

こ
れ
が
ア
ヘ
ン
戦
争
以
降
欧
米
の
侵
略
に
よ
る
植

民
地
化
が
な
さ
れ
た「
屈
辱
の
１
０
０
年
」を
教
訓

に
、
か
つ
て
の
栄
光
を
取
り
戻
そ
う
と
い
う
考
え

方
で
す
。中
国
の
経
済
力（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）は
、２
０
１
０

年
に
日
本
を
抜
き
、
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
世
界
第
２

位
の
経
済
大
国
と
な
り
、
近
い
将
来
ア
メ
リ
カ
を

も
凌
ぐ
勢
い
で
す
。経
済
活
動
が
活
発
に
な
り
、
原

油
や
工
業
製
品
等
の
輸
出
入
が
増
加
す
る
中
で
、

シ
ー
レ
ー
ン（
海
上
輸
送
路
）の
防
衛
が
軍
事
上
の

主
要
課
題
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。外
洋
艦
隊
の
創

設
や
空
母
、
核
搭
載
可
能
な
原
子
力
潜
水
艦
の
配

備
等
海
軍
力
の
著
し
い
強
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

４ 

米
国
の
変
貌

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
反
旗
を

翻
す
形
で
、ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト（
一
国
主
義
）

を
掲
げ
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
誕
生
し
、
対
中
国

観
が
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。オ
バ
マ
政
権
ま
で

は
、
ア
メ
リ
カ
の
利
益
に
中
国
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
協
調
路
線

を
と
っ
て
き
ま
し
た
が
、
対
中
国
貿
易
の
大
幅
な

赤
字
を
背
景
に
、競
争
の
相
手
国
と
し
て
、貿
易
戦

争
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
対
立
関
係
に
な
っ
て
い
ま

す
。当
面
は
こ
の
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

５ 

日
中
関
係
の
現
状

　

日
中
関
係
を
見
る
と
、
尖
閣
諸
島
問
題
で
国
交

正
常
化
後
最
悪
の
状
況
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

米
中
の
対
立
を
背
景
に
、
中
国
の
二
正
面
対
立
を

回
避
す
る
戦
略
的
思
考
な
ど
か
ら
、
安
倍
総
理
の

訪
中
を
機
に
表
面
的
に
は
正
常
化
が
図
ら
れ
ま
し

た
。

６ 

今
後
の
日
本
外
交

　

中
国
の
超
大
国
化
、
ア
メ
リ
カ
の
相
対
的
な
国

力
が
低
下
す
る
中
で
、日
本
は
、日
米
同
盟
を
一
層

強
化
す
る
と
と
も
に
、太
平
洋
・
イ
ン
ド
洋
に
お
け

る
周
辺
諸
国
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
、

主
張
す
る
こ
と
は
主
張
し
、
中
国
に
正
し
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。「
外
交
に
お
い
て
、
永
遠
の
同
盟
も
な
け

れ
ば
永
遠
の
敵
も
な
い
。あ
る
の
は
た
だ
一
つ
、

常
に
自
国
の
国
益
の
み
」こ
れ
は
、
元
英
国
首
相
の

パ
ー
マ
ス
ト
ン
の
言
葉
で
す
が
、こ
れ
が
、国
際
社

会
に
お
け
る
基
本
的
な
発
想
で
す
。未
来
永
劫
、

同
盟
は
続
く
か
と
い
う
と
、そ
う
で
は
な
い
、や
は

り
日
本
は
、日
本
の
国
益
、安
全
と
繁
栄
を
守
る
た

め
、
常
に
こ
う
い
う
事
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
外
交

に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。



同窓さふさ第53号 6

◆ 

運
動
部 

◆

【
柔　
　

道
】

総
合
体
育
大
会
県
予
選

　
（
男
子
：
団
体
／
個
人
）

【
剣　
　

道
】

関
東
大
会
県
予
選
（
男
子
団
体
）

【
野　
　

球
】

選
手
権
大
会
２
回
戦　

秋
季
県
大
会
予
選

【
弓　
　

道
】

関
東
大
会
県
予
選

　

女
子
：
団
体
４
位

　
　
　
　

個
人
３
位
（
苅
谷
若
菜
）

　

男
子
：
個
人
４
位
（
藤
田
一
輝
）

関
東
大
会
出
場

　
（�

長
谷
川
慶
乃
、行
木
彩
乃
、苅
谷
若
菜
、

石
橋
奈
津
希
）

総
合
体
育
大
会
県
予
選

　

女
子
：
団
体
優
勝

　

男
子
：
個
人
７
位
（
石
田
太
陽
）

全
国
高
校
総
合
体
育
大
会

　
（�

長
谷
川
慶
乃
、行
木
彩
乃
、石
橋
奈
津
希
、�

鈴
木
遥
加
、苅
谷
若
菜
、近
江
佳
代
）

関
東
個
人
戦
選
手
権　

鈴
木
大
貴

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
男
子
）】

総
合
体
育
大
会
県
予
選

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
女
子
）】

総
合
体
育
大
会
県
予
選

【
硬
式
テ
ニ
ス
】

関
東
大
会
県
予
選
（
女
子
：
団
体
）

関
東
大
会
県
予
選
兼
総
合
体
育
大
会
県
予
選

　
（
女
子
：
複
式
）

総
合
体
育
大
会
県
予
選

　
（
男
子
：
団
体
）

　
（
女
子
：
団
体
ベ
ス
ト
32
）

【
卓　
　

球
】

関
東
大
会
県
予
選

　
（
男
子
：
団
体
複
式
単
式
）

総
合
体
育
大
会
県
予
選

　
（
男
子
：
団
体
複
式
単
式
）

【
陸
上
競
技
】

総
合
体
育
大
会
県
予
選

　

ハ
ン
マ
ー
投
げ
６
位　

川
口
雄
太

�

関
東
大
会
出
場

　

３
０
０
０
ｍ　

７
位　

野
宮
寧
々

新
人
大
会
県
予
選

　

ハ
ン
マ
ー
投
げ
４
位　

川
口
雄
太

�

関
東
大
会
出
場

　

円
盤
投
げ　
　

４
位　

川
口
雄
太

　

砲
丸
投
げ　
　

４
位　

川
口
雄
太

�

関
東
大
会
出
場

　

３
０
０
０
ｍ　

３
位　

関
根
千
晶

�

関
東
大
会
出
場

　

や
り
投
げ　
　

６
位　

髙
野
康
太

�

関
東
大
会
出
場

　

三
段
跳
び　
　

８
位　

西
坂
里
衣
那

関
東
新
人
大
会

　

ハ
ン
マ
ー
投
げ
６
位　

川
口
雄
太

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

関
東
大
会
県
予
選

　
（
男
子
：
団
体
個
人
）（
女
子
：
個
人
）

総
合
体
育
大
会
県
予
選

　
（
男
子
：
団
体
個
人
）（
女
子
：
団
体
個
人
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

関
東
大
会
県
予
選
（
女
子
：
団
体
）

総
合
体
育
大
会
県
予
選
（
女
子
：
単
式
）

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
男
子
）】

関
東
大
会
県
予
選
（
ベ
ス
ト
16
）

総
合
体
育
大
会
県
予
選
（
ベ
ス
ト
16
）

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
女
子
）】

関
東
大
会
県
予
選
（
ベ
ス
ト
32
）

総
合
体
育
大
会
県
予
選

【
サ
ッ
カ
ー
（
男
子
）】

総
合
体
育
大
会
一
次
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
（
２
回
戦
敗
退
）

選
手
権
大
会
一
次
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
（
１
回
戦
敗
退
）

【
サ
ッ
カ
ー
（
女
子
）】

選
手
権
大
会
（
予
選
リ
ー
グ
敗
退
）

【
山　
　

岳
】

総
合
体
育
大
会
県
予
選
８
位
入
賞

夏
合
宿
準
備
山
行
（
八
ヶ
岳
１
泊
２
日
）

夏
合
宿
（
北
ア
ル
プ
ス
槍
ヶ
岳
４
泊
５
日
）

◆ 

文
化
部 

◆

【
吹
奏
楽
】

千
葉
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
高
校
Ｂ
部
門

　

銀
賞

【
書　
　

道
】

第
68
回
千
葉
県
小
中
高
校
席
書
大
会

　

千
葉
日
報
社
賞

【
演　
　

劇
】

第
12
地
区
大
会
春
季
発
表
会　

　

�

照
明
部
門
賞
・
優
秀
演
技
賞
・

　

�

審
査
員
特
別
賞　

受
賞

第
12
地
区
大
会
秋
季
発
表
会

　

優
秀
演
技
賞
・
審
査
員
特
別
賞　

受
賞

【
音　
　

楽
】

第
74
回
千
葉
県
合
唱
祭
出
場

【
写　
　

真
】

写
真
甲
子
園
エ
ン
ト
リ
ー

文
化
祭
作
品
展
示

【
文　
　

芸
】

文
化
祭
で
文
芸
誌
『
青
嵐
』
発
行

【
天
文
気
象
】

第
９
回
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
出
展

文
化
祭
・
新
入
生
歓
迎
行
事
で
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
上
映

【
生　
　

物
】

文
化
祭
に
参
加

【
華　
　

道
】

文
化
祭
作
品
展
示

【
茶　
　

道
】

新
歓
行
事
・
文
化
祭
で
茶
会

同
窓
会
総
会
に
て
呈
茶

【
Ｊ 

Ｒ 

Ｃ
】

救
急
法
救
急
員
資
格
取
得

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収

地
区
メ
ン
バ
ー
協
議
会
参
加

文
化
祭
参
加
（
展
示
）

匝
瑳
市
「
耳
の
日
ま
つ
り
」
参
加

　
（
書
道
部
と
合
同
参
加
）

【
美　
　

術
】

第
20
回
高
校
生
国
際
美
術
展

　

奨
励
賞
：�

野
間
光
・
佐
藤
円
・
髙
橋
未
圭

加
瀬
明
日
風

　

佳　

作
：
飯
嶋
杏
佳

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
八
日
市
場
看
板
壁
画
制
作

旭
七
夕
市
民
祭
り
・
あ
さ
ひ
砂
の
彫
刻
美

術
展
２
０
１
９　

参
加

【
将　
　

棋
】

総
合
文
化
祭
将
棋
大
会
出
場

第
32
回
高
校
竜
王
戦
出
場

【
Ｅ
Ｓ
Ｓ
】

交
換
留
学
生
と
の
交
流
及
びN

ative

の
Ａ
Ｌ

Ｔ
と
の
日
々
の
会
話
を
通
し
て
異
文
化
理
解

英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
へ
の
参
加

【
ギ
タ
ー
】

東
総
地
区
連
合
音
楽
祭
に
参
加

校
内
ラ
イ
ブ
（
新
入
生
歓
迎
・
文
化
祭
）

【
電
子
工
学
】

文
化
祭
に
参
加

校
内
行
事
で
写
真
撮
影

文
化
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

映
像
の
作
成

◆ 

同
好
会 

◆

【
Ｓ
Ｆ
同
好
会
】

文
化
祭
で
の
発
表
に
向
け
て
会
誌
や
グ
ッ
ズ

作
成

【
ダ
ン
ス
同
好
会
】

新
入
生
歓
迎
行
事
・
文
化
祭
で
ス
テ
ー
ジ

発
表

　「人々が美しく心を寄せ合
う中で文化が生まれ育つ」
との意味が込められている
新元号『令和』が始まりま
した。令和の時代に匝瑳高

校生が心を寄せ合い、素晴らしい文化を育んで
くれることを期待しています。
　同窓生の皆様には、日頃より母校・匝瑳高校
の教育活動に対しまして、物心両面にわたり、
多大なるご支援・ご協力を賜りまして深く感謝
申し上げます。
　母校匝瑳高校は、現在96年目、100周年も近
づいて参りました。今年３月の卒業生をもって
英語科が廃止となり、現在は各学年とも普通科
６クラス、理数科１クラスの７クラス編成となっ
ております。英語科は廃止となりましたが、普
通科内に国際理解コースが設置され、韓国語や
中国語の授業が選択で履修できるとともに、近
隣のアジア諸国の文化等への理解を深められま
す。また、地域の英語教育拠点校として引き続
き充実した英語教育を推進しており、グローバ
ル人材の育成にも力を入れております。
　千葉県教育委員会より進学指導重点校の指定
を受けており、３年間を見据えた組織的で計画
的な進学指導を展開しています。面倒見の良い
匝瑳高校、一人ひとりに応じたきめ細やかな指
導を引き続き行い、多様な生徒に対応した進学
指導重点校を目指しています。
　現在、88％の生徒が部活動に加入し、熱心に
活動しています。この春は弓道部女子が県大会
で団体優勝、宮崎県で開催された全国高校総体

（インターハイ）に出場いたしました。また、陸
上競技部はハンマー投げで関東大会に出場、計
３名が県大会で入賞いたしました。山岳部も団
体で県大会８位入賞を果たしました。その他の
運動部もほとんどが県大会以上に出場していま
す。また、文化部では美術部が高校生国際美術
展で４名が入選し、国立新美術館に作品が展示
されました。その他の文化部も熱心に活発に活
動しています。
　生徒の皆さんは先輩方の伝統の気質を受け継
いで、明るく素直でまじめ､ 礼儀正しく、活気
に満ちた高校生活を送っています。勉強も部活
動も学校行事もやり切って、満足して卒業して
いく名門校を目指しております。今後ともご指
導・ご支援のほどよろしくお願いいたします。

美術部　国際美術展作品

ハンマー投げ
川口雄太

校   長　加瀨　健司

令和に受け継ぐ匝瑳の伝統

学校だより
～ 母校の “今” ～

■
■
■
■  
部
活
動
・
同
好
会
の
活
動
状
況  
■
■
■
■

　

令
和
元
年
度
は
、
運
動
部
13
部
、
文
化
部
16
部
、
２
同
好
会
に
９
割
近
く
の
生
徒
が

所
属
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
実
績（
４
月
～
９
月
）を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ ■
■
■
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◆ 

運
動
部 

◆

【
柔　
　

道
】

総
合
体
育
大
会
県
予
選

　
（
男
子
：
団
体
／
個
人
）

【
剣　
　

道
】

関
東
大
会
県
予
選
（
男
子
団
体
）

【
野　
　

球
】

選
手
権
大
会
２
回
戦　

秋
季
県
大
会
予
選

【
弓　
　

道
】

関
東
大
会
県
予
選

　

女
子
：
団
体
４
位

　
　
　
　

個
人
３
位
（
苅
谷
若
菜
）

　

男
子
：
個
人
４
位
（
藤
田
一
輝
）

関
東
大
会
出
場

　
（�

長
谷
川
慶
乃
、行
木
彩
乃
、苅
谷
若
菜
、

石
橋
奈
津
希
）

総
合
体
育
大
会
県
予
選

　

女
子
：
団
体
優
勝

　

男
子
：
個
人
７
位
（
石
田
太
陽
）

全
国
高
校
総
合
体
育
大
会

　
（�

長
谷
川
慶
乃
、行
木
彩
乃
、石
橋
奈
津
希
、�

鈴
木
遥
加
、苅
谷
若
菜
、近
江
佳
代
）

関
東
個
人
戦
選
手
権　

鈴
木
大
貴

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
男
子
）】

総
合
体
育
大
会
県
予
選

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
女
子
）】

総
合
体
育
大
会
県
予
選

【
硬
式
テ
ニ
ス
】

関
東
大
会
県
予
選
（
女
子
：
団
体
）

関
東
大
会
県
予
選
兼
総
合
体
育
大
会
県
予
選

　
（
女
子
：
複
式
）

総
合
体
育
大
会
県
予
選

　
（
男
子
：
団
体
）

　
（
女
子
：
団
体
ベ
ス
ト
32
）

【
卓　
　

球
】

関
東
大
会
県
予
選

　
（
男
子
：
団
体
複
式
単
式
）

総
合
体
育
大
会
県
予
選

　
（
男
子
：
団
体
複
式
単
式
）

【
陸
上
競
技
】

総
合
体
育
大
会
県
予
選

　

ハ
ン
マ
ー
投
げ
６
位　

川
口
雄
太

�

関
東
大
会
出
場

　

３
０
０
０
ｍ　

７
位　

野
宮
寧
々

新
人
大
会
県
予
選

　

ハ
ン
マ
ー
投
げ
４
位　

川
口
雄
太

�

関
東
大
会
出
場

　

円
盤
投
げ　
　

４
位　

川
口
雄
太

　

砲
丸
投
げ　
　

４
位　

川
口
雄
太

�

関
東
大
会
出
場

　

３
０
０
０
ｍ　

３
位　

関
根
千
晶

�

関
東
大
会
出
場

　

や
り
投
げ　
　

６
位　

髙
野
康
太

�

関
東
大
会
出
場

　

三
段
跳
び　
　

８
位　

西
坂
里
衣
那

関
東
新
人
大
会

　

ハ
ン
マ
ー
投
げ
６
位　

川
口
雄
太

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

関
東
大
会
県
予
選

　
（
男
子
：
団
体
個
人
）（
女
子
：
個
人
）

総
合
体
育
大
会
県
予
選

　
（
男
子
：
団
体
個
人
）（
女
子
：
団
体
個
人
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

関
東
大
会
県
予
選
（
女
子
：
団
体
）

総
合
体
育
大
会
県
予
選
（
女
子
：
単
式
）

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
男
子
）】

関
東
大
会
県
予
選
（
ベ
ス
ト
16
）

総
合
体
育
大
会
県
予
選
（
ベ
ス
ト
16
）

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
女
子
）】

関
東
大
会
県
予
選
（
ベ
ス
ト
32
）

総
合
体
育
大
会
県
予
選

【
サ
ッ
カ
ー
（
男
子
）】

総
合
体
育
大
会
一
次
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
（
２
回
戦
敗
退
）

選
手
権
大
会
一
次
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
（
１
回
戦
敗
退
）

【
サ
ッ
カ
ー
（
女
子
）】

選
手
権
大
会
（
予
選
リ
ー
グ
敗
退
）

【
山　
　

岳
】

総
合
体
育
大
会
県
予
選
８
位
入
賞

夏
合
宿
準
備
山
行
（
八
ヶ
岳
１
泊
２
日
）

夏
合
宿
（
北
ア
ル
プ
ス
槍
ヶ
岳
４
泊
５
日
）

◆ 

文
化
部 

◆

【
吹
奏
楽
】

千
葉
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
高
校
Ｂ
部
門

　

銀
賞

【
書　
　

道
】

第
68
回
千
葉
県
小
中
高
校
席
書
大
会

　

千
葉
日
報
社
賞

【
演　
　

劇
】

第
12
地
区
大
会
春
季
発
表
会　

　

�

照
明
部
門
賞
・
優
秀
演
技
賞
・

　

�

審
査
員
特
別
賞　

受
賞

第
12
地
区
大
会
秋
季
発
表
会

　

優
秀
演
技
賞
・
審
査
員
特
別
賞　

受
賞

【
音　
　

楽
】

第
74
回
千
葉
県
合
唱
祭
出
場

【
写　
　

真
】

写
真
甲
子
園
エ
ン
ト
リ
ー

文
化
祭
作
品
展
示

【
文　
　

芸
】

文
化
祭
で
文
芸
誌
『
青
嵐
』
発
行

【
天
文
気
象
】

第
９
回
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
出
展

文
化
祭
・
新
入
生
歓
迎
行
事
で
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
上
映

【
生　
　

物
】

文
化
祭
に
参
加

【
華　
　

道
】

文
化
祭
作
品
展
示

【
茶　
　

道
】

新
歓
行
事
・
文
化
祭
で
茶
会

同
窓
会
総
会
に
て
呈
茶

【
Ｊ 

Ｒ 

Ｃ
】

救
急
法
救
急
員
資
格
取
得

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収

地
区
メ
ン
バ
ー
協
議
会
参
加

文
化
祭
参
加
（
展
示
）

匝
瑳
市
「
耳
の
日
ま
つ
り
」
参
加

　
（
書
道
部
と
合
同
参
加
）

【
美　
　

術
】

第
20
回
高
校
生
国
際
美
術
展

　

奨
励
賞
：�

野
間
光
・
佐
藤
円
・
髙
橋
未
圭

加
瀬
明
日
風

　

佳　

作
：
飯
嶋
杏
佳

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
八
日
市
場
看
板
壁
画
制
作

旭
七
夕
市
民
祭
り
・
あ
さ
ひ
砂
の
彫
刻
美

術
展
２
０
１
９　

参
加

【
将　
　

棋
】

総
合
文
化
祭
将
棋
大
会
出
場

第
32
回
高
校
竜
王
戦
出
場

【
Ｅ
Ｓ
Ｓ
】

交
換
留
学
生
と
の
交
流
及
びN

ative

の
Ａ
Ｌ

Ｔ
と
の
日
々
の
会
話
を
通
し
て
異
文
化
理
解

英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
へ
の
参
加

【
ギ
タ
ー
】

東
総
地
区
連
合
音
楽
祭
に
参
加

校
内
ラ
イ
ブ
（
新
入
生
歓
迎
・
文
化
祭
）

【
電
子
工
学
】

文
化
祭
に
参
加

校
内
行
事
で
写
真
撮
影

文
化
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

映
像
の
作
成

◆ 

同
好
会 

◆

【
Ｓ
Ｆ
同
好
会
】

文
化
祭
で
の
発
表
に
向
け
て
会
誌
や
グ
ッ
ズ

作
成

【
ダ
ン
ス
同
好
会
】

新
入
生
歓
迎
行
事
・
文
化
祭
で
ス
テ
ー
ジ

発
表

　平成30年度卒業生は、それぞれの進路実現に向けて努力を
重ねていましたが、首都圏の私立大学における定員管理厳格
化の影響を受けて、全体的に厳しい結果となりました。
　国公立では、千葉大（６）、電気通信大（１）、埼玉大（１）、茨
城大（５）、宇都宮大（１）、千葉県保健医療大（２）、首都大東京

（１）など、計33名が合格しました。
　私立では、早稲田（１）、東京理科（２）、明治（３）、法政（３）、

青山学院（１）、学習院（２）、
中央（６）など、延べ506名の
合格者を出しました。
　大学入試改革等で、進路指
導を取り巻く状況は今後も
混沌とした状態が続くこと
が予想されますが、生徒一
人一人の進路実現を図るた
め、全職員一丸となって指導
を行ってまいります。

�（進路指導主事　角田利幸）

令和元年度  教職員名簿（全日制・定時制）

弓道部　女子団体

書道部＆ＪＲＣ部（耳の日まつり）

教科 職名 氏　名 卒回
全日制

校　長 加　瀨　健　司 高30

教　頭
湯　上　準　一
志　賀　達　也
宮　原　　　実

国　

語

教　

諭

鵜　澤　　　忍 高31
平　山　淳　一 高32
青　澤　晴　美 高32
小　高　清　乃
佐　藤　　　拓
津　幡　尚　子
佐　藤　弘　之

社　

会

教　

諭

鈴　木　哲　也
田　村　和　昭
田　村　公　孝
藤　田　利　秋
早　川　直　志 高62
松　本　典　子
大　木　宏　之 高27

数　

学

教　

諭

宇　野　典　男 高30
伊　藤　秀　幸 高32
木　内　俊　夫 高33
野　本　貴　志
津　嶋　康　徳
大　塚　俊　介
八　木　裕　樹 高59
宮　内　瑛　之
古　市　孝　幸 高26

理　

科

教　

諭

田　邊　　　等
向　後　伸　志
佐々木　輝　彦
渡久山　朝　一 高35
角　田　利　幸 高54
宮　内　千　尋 高57
上　山　優　香
加　藤　文　孝

保
健
体
育

教　

諭

加　瀬　　　聡
越　川　恭　伸
松　本　剛　史 高40
金　杉　恭　尚 高51
平　山　尚　樹
西　倉　悠　作

講師 伊　能　菜　摘
音楽 教諭 吉　井　幸　子

美術 教諭 藤　崎　和　紀
講師 鈴　木　蘭　菜 高65

教科 職名 氏　名 卒回
書道 教諭 鈴　木　幸　子

英　

語

教　

諭

菅　生　　　隆
塚　本　雅　之
磯　貝　真規子
三　浦　　　衛
渡　邉　寿　恵
根　本　良　明
矢　部　敬　子 高42
門　脇　　　舞
上　田　大　樹
吉　井　大　和 高67

講師 岩　柳　好　美
家庭 教諭 加　藤　綾　子
中国語 特　別

非常勤
姜　　　寅　星

韓国語 金　　　美　好

養護教諭 石　田　典　子
外　口　有　子

実習助手
宇　井　昌　子
榊　原　紫　乃
中　野　由　梨

事務長 岡　田　　　稔
主　査 齋　藤　理　恵 高41

主　事 深　井　春　香
井　上　千　波 高65

日々雇用 小田木　　　馨
渡　邉　任　美 高57

嘱託技能員 石　橋　美　信
竹　内　正　已

英語 ALT ベンジャメン・アーデン
ＳＳＷ 飯　野　弥　生
Ｓ　Ｃ 来　栖　郁　代

定時制
教　頭 塚　本　　　宏

国語

教　

諭

奈良﨑　俊　一
小　原　好　子

社会 小　川　耕　一 高33
石　神　綾　乃

数学 宮　穂　和　浩
理科 星　　　　　光
保体 卯　月　博　幸
英語 六　川　　　俊

養護 坂　本　光　花
臨講師 戸　成　智　絵

主　査 高　野　善　美 高43
家庭 非常勤 向　後　友加里 高54
充て指導主事 高　山　茂　明

卒業生の進路先一覧（実人数）
平成
30年度

平成
29年度

平成
28年度

国公立大 30 19 46
私 立 大 179 186 204
短　　大 10 ８  ７
専門学校 41 43  31
公 務 員 ６ ８ ８
民間就職 ２ ５ １
予備校等 33 35 25
総　　数 301 304 322

3000 ｍ
関根千晶

やり投げ
髙野康太

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
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四
街
道
支
部

四
街
道
支
部
同
窓
会

�

第
21
回
総
会
開
催
に
つ
い
て

　

７
月
14
日
（
日
）
11
時
30
分
か
ら

四
街
道
市
永
華
楼
飯
店
に
お
い
て
、

四
街
道
支
部
同
窓
会
第
21
回
総
会
が

島
田
啓
蔵
氏
（
高
15
）
司
会
の
も
と

に
開
催
さ
れ
た
。

　

最
初
に
石
田
實
氏（
高
２
）が
春
の

叙
勲「
瑞
宝
小
綬
章
」を
授
与
さ
れ
た

こ
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。永
年
公
教

育
に
従
事
し
社
会
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
た
こ
と
が
受
賞
授
与
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。こ
の
度
の
受
章
ま
こ

と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

母
校
本
部
か
ら
鵜
之
沢
正
𠮷
会
長

（
高
27
）、
母
校
か
ら
加
瀨
健
司
校
長

（
高
30
）、
宇
野
典
男
事
務
局
長
（
高

30
）
が
出
席
、
支
部
会
員
28
名
参
加

の
も
と
に
母
校
及
び
同
窓
会
の
近
況

報
告
が
あ
っ
た
。

　
「
鵜
之
沢
正
𠮷
会
長
」
は
、
退
職

を
前
に
前
任
校
の
匝
瑳
小
の
保
護
者

と
子
供
た
ち
が
訪
ね
て
き
て
く
れ
た

こ
と
、
匝
瑳
中
・
高
同
窓
生
に
は
団

結
力
が
あ
る
こ
と
、
常
に
前
に
出
る

気
概
を
も
つ
こ
と
な
ど
を
話
し
、
現

在
は
、
土
木
２
級
、
大
型
車
や
重
機

等
の
免
許
を
活
用
し
て
解
体
作
業
に

従
事
（「
芝
山
整
地
解
体
」
代
表
）

し
て
い
る
旨
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
配

布
さ
れ
た
。

　
「
加
瀨
健
司
校
長
」
は
、
現
在
普

通
科
が
６
ク
ラ
ス
、
理
数
科
が
1
ク

ラ
ス
の
7
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
こ
の
３

月
で
英
語
科
が
無
く
な
っ
た
が
、
地

域
の
英
語
教
育
拠
点
校
で
力
を
入
れ

て
い
る
。
普
通
科
の
中
に
「
国
際

理
解
コ
ー
ス
（
中
国
語
・
韓
国
語
）」

を
設
け
て
い
る
。
入
試
合
格
で
は
国

立
大
33
名
、
私
立
大
5
０
６
名
、
専

門
学
校
50
名
、
就
職
8
名
で
あ
る
旨

の
報
告
が
あ
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
で
は

今
高
校
野
球
は
ラ
ン
キ
ン
グ
制
度
が

あ
っ
て
33
位
と
な
っ
て
い
る
。
昨
年

ま
で
は
３
年
連
続
４
回
戦
ま
で
行
っ

た
。
し
か
し
今
年
は
初
戦
で
１
３
４

位
の
犢
橋
高
校
に
敗
れ
て
し
ま
っ
た

が
、
今
後
活
躍
し
て
く
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
る
。
弓
道
部
女
子
団
体

が
県
で
優
勝
し
て
、
宮
崎
県
で
開
催

の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す
る
。
同

窓
会
総
会
で
は
５
万
円
以
上
の
寄
付

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
と
お
礼
と
活
躍
し
て
い
る
旨
の

報
告
が
あ
っ
た
。

　
「
宇
野
典
男
事
務
局
長
」
は
、
四

街
道
支
部
に
は
５
回
目
の
出
席
。

本
校
創
立
1
0
0
周
年
の
記
念
行
事

（
令
和
６
年
秋
）
に
向
け
て
協
力
の

お
願
い
が
あ
っ
た
。

　

総
会
で
は
、
工
藤
博
孝
議
長
の
も

と
に
、
支
部
の
活
動
報
告
並
び
に
新

年
度
事
業
計
画
の
報
告
等
が
承
認
さ

れ
、
会
長
に
は
工
藤
博
孝
氏
（
高

11
）
が
再
任
、
副
会
長
は
空
席
、
事

務
局
長
に
金
杉
理
氏
（
高
17
）、
会

計
に
小
山
健
氏
（
高
10
）、
会
計
監

査
に
島
田
啓
蔵
氏
（
高
15
）
が
再
任

承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
、「
伊
能
忠
敬
の
生

い
立
ち
」
と
題
し
、
四
代
目
桂
右
女

助
氏
（
高
33
回
梅
田
勝
之
氏
）
の
講

演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

桂
右
女
助
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

は
、
匝
瑳
高
卒
業
後
「
旅
行
添
乗
員
」

と
な
っ
て
全
国
を
廻
り
、
平
成
５

（
1
9
9
3
）
年
東
洋
文
化
と
世
間

と
人
間
を
学
ぶ
た
め
「
葬
祭
業
」
に

転
職
、そ
し
て
、平
成
12
（
2
0
0
0
）

年
八
代
目
三
升
家
小
勝
に
入
門
。

2
0
1
5
年
真
打
昇
進
「
四
代
目

桂
右
女
助
」
を
襲
名
。
そ
の
間
、

2
0
1
3
年
千
葉
大
学
文
学
部
史
学

科
入
学
（
在
学
中
）、
少
年
期
の
伊

能
忠
敬
を
主
人
公
に
し
た
「
槙
の

家
」
で
千
葉
文
学
賞
受
賞
、
耳
が
聞

こ
え
な
い
娘
と
絵
師
の
交
流
を
描
い

た
「
初
音
の
日
」
で
、
ち
よ
だ
文
学

賞
を
受
賞
し
た
。
現
在
千
葉
テ
レ
ビ
・

成
田
ラ
ジ
オ
に
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　

続
い
て
島
田
啓
蔵
氏
（
高
15
）
の

司
会
の
も
と
に
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
出
席
者
全
員
の
近
況
報
告

な
ど
に
話
も
弾
み
、
楽
し
い
思
い
出

話
に
花
が
咲
い
た
。
最
後
に
石
田
實

氏
（
高
2
）
は
、
腹
の
底
か
ら
大
き

な
声
が
出
せ
る
の
は
健
康
の
秘
訣

と
、
詩
吟
と
民
謡
を
披
露
さ
れ
懇
親

会
も
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
和
や
か
な

う
ち
に
終
了
し
た
。

�

工
藤　

博
孝
（
高
11
）

京
葉
支
部

　
京
葉
支
部
総
会
は
５
月
18
日
（
土
）

千
葉
京
成
ホ
テ
ル
ミ
ラ
マ
ー
レ
に

て
、
高
５
回
か
ら
高
44
回
ま
で
の
66

名
が
参
加
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
石
井
稔
会
長
（
高
18
）
の
挨
拶

に
続
き
、
ご
来
賓
の
母
校
の
加
瀨
健

司
校
長
（
高
30
）、
佐
藤
正
樹
同
窓

会
長
（
高
26
）
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た

だ
い
た
。
そ
の
後
議
事
に
移
り
、
平

成
30
年
度
事
業
報
告
と
会
計
収
支
報

告
、
今
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
案

件
等
が
審
議
さ
れ
、
全
て
の
議
案
が

全
会
一
致
で
了
承
さ
れ
た
。
な
お
、

新
年
度
の
役
員
は
、
会
長
に
石
井
稔

氏
（
高
18
）、
幹
事
長
に
山
﨑
文
彦

氏
（
高
25
）、
事
務
局
長
に
小
関
正

吉
氏
（
高
23
）、
会
計
に
山
﨑
静
江

氏
（
高
22
）、
事
務
局
に
高
井
邦
雄

氏
（
高
22
）、
渡
辺
敏
明
氏
（
高
25
）

を
選
出
。

　

講
演
会
は
、
落
語
家
と
し
て
ご
活

躍
の
桂
右
女
助
氏（
高
33
）か
ら
、「
伊

能
忠
敬
の
足
跡
を
た
ど
る
」
と
い
う

演
題
で
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。
リ

ズ
ミ
カ
ル
な
口
調
で
、
伊
能
忠
敬
の

人
間
像
を
歴
史
的
な
視
点
か
ら
、
地

域
性
の
視
点
か
ら
く
わ
し
く
お
話
し

に
な
り
、
参
加
者
を
魅
了
。
言
葉
に

力
が
あ
り
、
す
ば
ら
し
い
講
演
と
な

り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
に
お
い
て
は
、
宇
野
裕
千

葉
県
議
会
議
員
（
高
28
）、
佐
藤
正
己

前
県
議
会
議
員
（
高
11
）、
布
施
貴
良

前
千
葉
市
議
会
議
員
（
高
18
）
に
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
、
古
希
を
迎
え
た

大
久
保
隆
章
氏
（
高
20
）
に
花
束

贈
呈
が
行
わ
れ
た
。
最
後
に
恒
例
と

な
っ
て
い
る
匝
瑳
中
学
、
匝
瑳
高
校

の
校
歌
を
合
唱
し
、
散
会
と
な
っ
た
。

　

総
会
以
外
の
活
動
と
し
て
は
、

京
葉
支
部
ゴ
ル
フ
大
会
が
９
月
25
日

（
水
）久
能
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
行

わ
れ
、
95
名
の
多
数
の
参
加
者
が
爽

四代目桂右女助師匠の講演

支
部
の
話
題

　

同
窓
会
各
支
部
で
は
、
各
地
区
で
特
色
の
あ
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

支
部
総
会
で
は
、
各
支
部
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
、
同
窓
会
長
、
校
長
、

事
務
局
長
な
ど
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
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快
な
秋
空
の
下
で
腕
を
競
っ
た
。優

勝
は
日
下
英
義
氏（
高
12
）、
準
優
勝

は
岩
岡
久
雄
氏（
高
21
）で
あ
っ
た
。

な
お
こ
の
ゴ
ル
フ
大
会
に
は
た
く
さ

ん
の
方
々
か
ら
賞
品
を
提
供
し
て
い

た
だ
き
、大
会
を
盛
り
上
げ
た
。

　

ま
た
、
日
帰
り
バ
ス
旅
行
は
、
11

月
23
日（
土
）に
実
施
予
定
。
今
回
は
、

来
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
サ
ー
フ
ィ

ン
会
場
と
な
る
釣
ヶ
崎
海
岸
、
酒
造

木
戸
泉
、
月
の
砂
漠
記
念
館
、
大
多

喜
城
を
見
学
予
定
。

�

山
﨑　

文
彦
（
高
25
）

匝
東
会
（
東
京
支
部
）

第
21
回
匝
東
会（
東
京
支
部
）

�

総
会
報
告

　

平
成
31
年
4
月
13
日
（
土
）、
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
（
私
学
会
館
）

に
お
い
て
、
平
成
最
後
の
第
21
回
匝

東
会
総
会
が
84
名
の
参
加
を
得
て
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

森
幸
男
副
会
長
（
高
17
）
の
司
会

進
行
で
始
ま
る
。
来
賓
の
紹
介
に
続

き
、
宮
崎
晴
可
会
長
（
高
15
）
が
講

師
講
演
の
紹
介
、
抽
選
会
景
品
提
供

へ
の
御
礼
等
を
交
え
、
開
会
の
挨
拶

を
行
っ
た
。
続
い
て
佐
藤
正
樹
同
窓

会
長
（
高
26
）
か
ら
、
田
植
え
の
始

ま
っ
た
郷
土
多
古
の
風
景
の
紹
介
と

共
に
、
母
校
の
発
展
に
尽
力
し
て
い

る
旨
を
述
べ
ら
れ
た
。
加
瀨
健
司
校

長（
高
30
）か
ら
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

を
使
い
、
進
路
状
況
や
ク
ラ
ブ
活
動
、

匝
東
会
が
植
樹
し
た
桜
が
満
開
を
迎

え
て
い
る
様
子
な
ど
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル

に
紹
介
さ
れ
た
。
偏
差
値
の
伸
び
は
、

県
内
随
一
と
の
報
告
も
あ
っ
た
。

　

第
１
部
総
会
に
先
立
ち
、
物
故
者

の
ご
冥
福
を
祈
り
、
黙
祷
を
捧
げ
る
。

宮
崎
会
長
の
議
事
進
行
の
も
と
、
活

動
報
告
並
び
に
会
則
の
改
正
、
会
計

報
告
及
び
大
友
總
一
郎
会
計
監
事

（
高
13
）
に
よ
る
監
査
報
告
が
行
わ

れ
る
。
役
員
人
事
も
併
せ
、
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。
新
会
長
に
任
命

さ
れ
た
須
郷
隆
雄
副
会
長
（
高
17
）

よ
り
、「
人
格
人
望
共
に
会
長
職
に

は
不
適
格
で
あ
る
が
、
誠
心
誠
意
頑

張
る
」
と
の
就
任
挨
拶
が
な
さ
れ
た
。

　

第
２
部
講
演
会
は
「
私
の
経
験
し

た
震
災
と
対
策
の
現
状
」
と
題
し
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
㈱
技

術
統
括
・
石
橋
忠
良
氏
（
高
18
）
に

講
演
を
頂
く
。
兵
庫
南
部
地
震
や
阪

神
大
震
災
、
新
潟
県
中
越
地
震
、
東

日
本
大
震
災
な
ど
に
於
け
る
鉄
道
災

害
と
そ
の
対
応
を
詳
細
に
語
ら
れ

た
。「
正
し
い
情
報
を
早
く
、
間
違
っ

た
情
報
は
広
が
り
易
い
」
と
の
警
告

は
納
得
で
あ
っ
た
。

　

第
３
部
懇
親
会
は
、
前
林
和
彦
幹

事
（
高
26
）
と
森
副
会
長
の
進
行
の

も
と
、
92
歳
に
な
る
太
田
昭
吉
大
先

輩
（
中
17
）
が
朗
々
と
「
君
が
代
」

を
歌
い
上
げ
、
矍
鑠
た
る
乾
杯
の
音

頭
で
懇
親
の
宴
が
始
ま
る
。

　

中
野
幸
子
・
大
橋
正
子
幹
事
（
高

８
）
森
茂
代
顧
問
（
高
７
）
に
よ
る

お
楽
し
み
抽
選
会
で
一
喜
一
憂
し
た

後
、
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー
チ
を
頂
く
。

20
名
近
く
の
18
回
卒
を
集
め
た
鈴
木

勝
彦
元
同
窓
会
長
や
26
回
卒
を
代
表

し
た
猿
渡
末
治
先
生
の
ス
ピ
ー
チ
、

初
参
加
の
林
鋭
夫
さ
ん
（
高
17
）
の

四
国
八
十
八
か
所
を
50
日
か
け
て

回
っ
た
話
、
伊
藤
郁
幹
事
（
高
８
）

の
60
歳
か
ら
始
め
た
水
彩
画
が
都
知

事
賞
を
受
賞
し
た
話
、
鈴
木
正
義
会

計
監
事
（
高
７
）
の
匝
東
会
創
設
時

の
話
も
飛
び
出
し
、
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。

　

最
後
に
太
田
大
先
輩
を
囲
ん
で
、

匝
中
校
歌
と
匝
高
校
歌
を
声
高
ら
か

に
合
唱
し
、
全
員
揃
っ
て
の
記
念
撮

影
を
行
う
。
須
郷
新
会
長
の
「
ま
た

来
年
元
気
に
こ
こ
で
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
」
と
の
締
め
で
、母
校
の
益
々

の
発
展
と
同
窓
各
位
の
ご
健
勝
を
祈

念
し
、
抽
選
会
の
銘
酒
、
銘
茶
、
多

古
米
、
焼
売
、
麺
つ
ゆ
を
手
土
産
に

散
会
し
た
。

�

須
郷　

隆
雄
（
高
17
）

多
古
町
匝
高
会

　

今
年
度
の
多
古
町
匝
高
会
の
総
会

は
、
台
風
15
号
の
被
害
が
大
き
く
、

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
９
月

27
日
予
定
通
り
開
催
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
多
古
町
匝
高
会
の
総
会
を

開
催
す
る
に
あ
た
り
、
約
１
ヶ
月
ほ

ど
前
に
役
員
会
を
行
い
、
伊
藤
会
長

が
主
導
し
参
加
者
を
集
め
る
た
め

に
、
各
自
知
り
合
い
に
声
を
か
け
、

ま
た
地
元
の
ゴ
ル
フ
場
で
親
睦
ゴ
ル

フ
を
行
う
な
ど
の
企
画
を
考
え
、
参

加
し
易
い
雰
囲
気
、
環
境
を
つ
く
り

ま
し
た
。
狭
い
町
で
す
の
で
、
同
級

生
や
知
り
合
い
な
ど
に
声
を
か
け
る

の
は
簡
単
な
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

今
年
の
参
加
者
は
、
ゴ
ル
フ
に
15
名
、

総
会
に
は
、
鵜
之
沢
同
窓
会
長
、
宇

野
事
務
局
長
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き

総
勢
30
名
の
参
加
で
、
盛
会
裏
に
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

や
は
り
、
往
復
は
が
き
や
手
紙
で

参
加
者
を
募
る
よ
り
、
知
り
合
い
や

同
級
生
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
れ
ば
、

行
っ
て
み
よ
う
か
な
と
思
う
も
の
で

す
。
ま
た
、
総
会
が
始
ま
れ
ば
、
各

自
初
対
面
の
人
で
も
同
じ
高
校
に

通
っ
た
者
同
士
の
懐
か
し
話
に
花
が

咲
く
も
の
で
す
。

　

お
互
い
に
名
前
も
知
ら
な
い
人
が

い
た
の
で
、
各
々
自
己
紹
介
を
し
て
、

当
時
の
先
生
の
話
や
部
活
動
の
先
輩

が
怖
か
っ
た
こ
と
、
学
校
の
近
く
の

お
店
の
こ
と
な
ど
、
懐
か
し
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
沢
山
出
て
来
て
、
大
変

盛
り
上
が
っ
た
総
会
で
し
た
。

　

今
年
度
、
新
し
い
会
長
に
郡
司
会

長
が
選
出
さ
れ
、
ま
た
役
員
も
新
し

い
会
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

今
年
度
も
大
勢
の
匝
瑳
高
校
同
窓
生

の
出
会
い
を
広
げ
て
い
け
た
ら
い
い

で
す
ね
。

�

飯
田　

正
佳
（
高
32
）

桂右女助 氏（講師）

84名が参加した匝東会
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旭
匝
会

　

８
月
24
日
（
土
）
昇
月
ビ
ア
ス
タ

ン
ド
に
お
い
て
、
旭
匝
会
総
会
が
行

わ
れ
た
。
志
賀
教
頭
・
宇
野
事
務
局

長
に
も
出
席
い
た
だ
き
、
活
動
報
告

の
後
、
今
後
の
支
部
の
活
動
の
方
向

性
を
探
る
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。
特

に
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
出
席
者

の
減
少
へ
の
対
応
が
挙
げ
ら
れ
た
。

本
部
事
務
局
よ
り
、
他
支
部
の
活
動

の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
、
こ
れ

か
ら
の
旭
匝
会
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ

い
て
の
様
々
な
考
え
が
示
さ
れ
た
。

平成30年度　事業報告令和元年度　事業計画

支 部 事 業

支部関係 支部名 会　場
30.７.８ 匝陵会豊和支部 宇しろ
30.７.８ 匝陵会匝瑳支部 内山屋
30.７.８ 四街道支部 四街道文化センター
30.８.18 干潟支部　 嘉儀屋
30.８.24 多古町匝高会 萬勢庵
30.８.25 旭匝会　 昇月
30.８.26 野栄支部　 岩沢
30.９.９ 光支部　 横芝光町町民会館
30.９.23 匝陵会吉田支部 紫季

31.２.23 匝陵会中央支部
（西城会） 吾妻庵

31.４.13 匝東会 アルカディア市ヶ谷
元.５.18 京葉支部 ホテルミラマーレ
元.５.19 飯匝会 幸喜
元.６.８ 匝陵会総会 吾妻庵
元.６.15 横匝会 冨士屋

海上支部
銚匝会
匝陵会豊栄支部

支部関係 支部名 会　場
元.７.13 匝陵会豊和支部 宇しろ
元.７.13 匝陵会匝瑳支部 内山屋
元.７.14 四街道支部 永華楼飯店
元.８.18 野栄支部 岩沢
元.８.24 干潟支部 嘉儀屋
元.８.24 旭匝会 昇月
元.９.21 匝陵会吉田支部 紫季
元.９.27 多古町匝高会 萬勢庵
２.４. 匝東会 アルカディア市ヶ谷
２.５. 京葉支部 ホテルミラマーレ
２.５. 飯匝会 幸喜
２.６. 匝陵会総会
２.６. 横匝会 冨士屋

光支部
海上支部
銚匝会
匝陵会中央支部

（西城会）
匝陵会豊栄支部

　

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
高
校
時

代
の
思
い
出
話
・
近
況
報
告
に
時
を

忘
れ
て
話
し
込
ん
だ
。

�

山
口　

宗
男
（
高
19
）

飯
匝
会

　

飯
匝
会
総
会
は
、
５
月
19
日
（
日
）

に
「
幸
喜
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
12
名
、
来
賓
と
し
て
同
窓

会
本
部
会
長
の
佐
藤
正
樹
氏
並
び
に

同
窓
会
事
務
局
の
宇
野
典
男
氏
の
ご

出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
30

年
度
の
活
動
と
し
て
は
、
入
学
生
９

名
及
び
卒
業
生
９
名
に
記
念
品
を
贈

呈
し
、
蔦
陵
祭
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
へ
の

協
力
と
し
て
会
員
39
名
か
ら
２
５
１

点
の
ご
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�

加
瀬　

正
彦
（
高
24
）

干
潟
支
部

　

干
潟
支
部
は
、
毎
年
８
月
第
３
週

に
総
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
同
窓
会
総
務
部
長
、
同

窓
会
事
務
局
長
に
も
参
加
い
た
だ

き
、
総
勢
21
名
で
総
会
を
行
い
ま
し

た
。
総
会
で
は
役
員
の
改
選
な
ど
の

議
事
を
行
っ
た
ほ
か
、
現
在
の
高
校

の
進
学
状
況
や
部
活
動
の
活
躍
な
ど

の
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加

者
は
後
輩
た
ち
の
活
躍
を
誇
り
に
思

い
、
当
時
を
懐
か
し
む
と
と
も
に
、

互
い
の
近
況
な
ど
を
語
り
合
い
ま
し

た
。

�

伊
知
地　

正
樹
（
高
44
）

野
栄
支
部

　

８
月
18
日
（
日
）
岩
沢
荘
に
て
、

野
栄
支
部
総
会
が
行
わ
れ
た
。
今
年

は
、
鵜
之
沢
会
長
・
宇
野
事
務
局
長

に
も
出
席
い
た
だ
き
、
新
た
な
顔
も

ち
ら
ほ
ら
と
あ
り
、
盛
会
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
今
年
は
役
員
改
選
の
年
で
、

前
会
長
の
小
川
雅
章
氏
（
高
23
）
を

は
じ
め
と
す
る
旧
役
員
か
ら
役
職
を

引
き
継
い
だ
。

　

総
会
後
の
懇
親
会
は
、
個
々
の
近

況
報
告
で
盛
り
上
が
り
、
と
て
も
楽

し
い
会
と
な
っ
た
。

�

大
木　

茂
雄
（
高
25
）

旭
匝
会　

懇
親
会

嘉儀屋で行われた干潟支部総会

台
風
15
号
の
被
害

�

匝
高
に
も

　

９
月
９
日
未
明
に
千
葉
県
を
直
撃

し
た
台
風
15
号
の
強
風
に
よ
っ
て
、幹

廻
り
３
ｍ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ
が
倒
れ

る
な
ど
の
被
害
が
あ
り
、停
電
の
た
め

４
日
間
に
わ
た
り
休
校
と
な
っ
た
。

トピックス
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匝
瑳
中
学
校
21
回（
Ｓ
23
年
３
月

卒
）、
匝
瑳
高
校
１
回（
Ｓ
24
年
3
月

卒
）の
同
期
会
を
、
令
和
元
年
５
月
26

日（
日
）八
日
市
場
の「
梅
田
家
」を
会

場
に
開
催
し
た
。27
回
目
で
あ
る
。

　

新
元
号
最
初
の
月
で
「
卒
寿
」
で

も
あ
る
記
念
の
会
な
の
で
期
待
し
た

が
、
歳
に
は
勝
て
な
い
か
参
加
者
は

昨
年
よ
り
３
名
減
っ
て
12
人
で
あ
っ

た
。

　

こ
の
１
年
間
に
、
石
井
宏
幸
さ
ん
、

松
山
健
さ
ん
、
山
本
秀
夫
さ
ん
、
安

藤
正
さ
ん
、
鈴
木
八
郎
さ
ん
、
萩
原

勇
美
さ
ん
、
松
戸
芳
郎
さ
ん
の
７
人

が
亡
く
な
ら
れ
た
。

　

昨
年
ま
で
26
回
の
開
催
に
、
山
本

さ
ん
は
22
回
、
鈴
木
さ
ん
と
萩
原
さ

ん
は
17
回
も
参
加

さ
れ
て
い
る
常
連

で
あ
っ
た
の
に

…
。残
念
と
し
か
言

い
よ
う
が
な
い
。謹

ん
で
御
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
。

　

此
れ
で
生
存
者

は
57
人
と
な
っ
た
。

71
年
前
の
「
千
葉

県
立
匝
瑳
中
学
校

第
二
十
一
回
卒
業

生
一
覧
（
昭
和
23
年
３
月
３
日
）」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
数
は
百
九
十

六
人
な
の
で
29
％
で
あ
る
。
昭
和
一

桁
に
生
ま
れ
、
平
成
、
令
和
と
激
動

の
90
年
よ
く
ぞ
生
き
抜
い
て
き
た
も

の
で
あ
る
。

−

閑
話
休
題

−

　

午
後
３
時
10
分
の
定
刻
に
全
員
揃

い
、
今
回
は
梅
田
家
の
階
段
を
雛
壇

に
見
立
て
て
記
念
撮
影
し
て
見
た

ら
、
男
雛
で
は
な
く
寿
老
人
や
布
袋

様
!?
ば
か
り
…
。

　

経
過
報
告
の
あ
と
、
物
故
者
の
冥

福
を
祈
っ
て
黙
禱
す
る
。

　

闘
病
後
４
年
ぶ
り
に
参
加
さ
れ
た

宇
井
恵
治
さ
ん
の
音
頭
で
乾
杯
し
宴

に
は
い
る
。

　

一
人
一
人
の
近
況
報
告
で
は
、

健
康
問
題
が
多
く
、
共
感
、
補
説
、
質

問
が
相
次
ぎ
な
か
な
か
話
が
前
に
進

ま
な
い
こ
と
も
…
、ま
た
、難
聴
者
も

多
く
な
り
、
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し

や
大
声
が
飛
び
交
う
こ
と
も
…
。そ

れ
も
こ
れ
も
会
え
た
か
ら
こ
そ
の
話

で
、不
自
由
な
体
に
鞭
打
っ
て
、家
族

の
助
け
を
借
り
な
が
ら
参
加
す
る
の

は
、
皆
と
逢
い
た
い
！
喋
り
た
い
!!

か
ら
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
!?

　

時
間
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
て
、
午
後

5
時
に
な
る
と
お
迎
え
の
車
が
次
々

と
入
っ
て
く
る
。

　

じ
ゃ
、
ま
た
、
来
年
…
!! 

と
み
ん

な
ま
だ
続
け
る
つ
も
り
か
再
会
を
約

し
て
流
れ
解
散
と
な
る
。

　

次
回
は
「
卒
寿
」
で
「
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
」
だ
。
人
生
の
節
目
と
記

念
の
年
、
何
と
か
開
催
出
来
る
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　

第
28
回
同
期
会
の
期
日
・
会
場
は

令
和
２
年
５
月
31
日
（
日
）

 

旭
市
ホ
テ
ル
サ
ン
モ
ー
ル
６
階

の
予
定
で
あ
る
。

　

生
き
て
い
ら
れ
る
こ
と
を
願
い
な

が
ら
今
回
の
報
告
と
す
る
。

 

大
関　

正
（
高
１
）

高
橋
一
男　
　

向
後　

忠　
　

片
岡　

工　
　

大
関　

正

角
田
利
夫　
　

椎
名
素
夫　
　

内
田
裕
雄　
　

林　

秀
夫

石
橋　

清　
　

宮
嶋
弘
平　
　

土
屋
敬
徳　
　

宇
井
恵
治

令和元年度　匝中21回・匝高１回卒業生 同期会
2019（令和元）年５月26日（日）

八日市場「梅田家」　〔計12名〕

　

先
に
匝
五
会
の
閉
幕
は
85
歳
ま
で

と
決
定
し
て
早
２
年
、
今
年
令
和
元

年
10
月
17
日
最
後
の
匝
五
会
を
迎
え

る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
54
回
最
後
の

開
催
は
千
葉
幹
事
が
担
当
、
思
え
ば

よ
く
も
こ
こ
ま
で
途
切
れ
る
こ
と
な

く
継
続
で
き
た
も
の
と
幹
事
の
方
々

に
対
し
感
謝
の
念
を
禁
じ
得
な
い
。

第
１
回
１
９
６
６
年
（
昭
和
41
年
）

か
ら
第
６
回
ま
で
は
地
元
幹
事
に

よ
っ
て
開
催
さ
れ
、
そ
れ
以
降
は
地

元
・
千
葉
・
東
京
と
３
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
輪
番
制
で
幹
事
役
を
務
め
今
日

に
至
っ
た
も
の
で
、
こ
の
方
式
が
永

年
に
亘
り
毎
年
欠
か
す
こ
と
な
く
開

催
で
き
た
所
以
と
自
負
し
て
い
る
。

　

今
回
最
後
の
出
席
者
は
、
28
名
内

女
性
は
７
名
と
ま
ず
ま
ず
の
出
席
者

数
で
あ
っ
た
。
会
場
は
、
千
葉
市
中

央
区
富
士
見
「
す
し
波
奈
」、１
次
会
・

２
次
会
と
２
部
制
に
分
け
時
間
も
12

時
か
ら
16
時
ま
で
と
、
た
っ
ぷ
り
４

時
間
、
お
互
い
名
残
り
を
惜
し
む
会

と
な
っ
た
。

　

先
ず
は
恒
例
集
合
写
真
撮
影
。
１

次
会
は
開
会
の
言
葉
に
始
ま
り
、
今

年
物
故
さ
れ
た
３
名
の
方
々
に
対
す

る
黙
禱
、
続
い
て
千
葉
幹
事
代
表
の

挨
拶
、
さ
ら
に
会
計
報
告
の
後
、
黒

田
健
昭
君
（
千
葉
大
医
学
部
卒
・
内

科
医
）
に
よ
る
「
老
い
を
迎
え
て
」

と
題
す
る
約
30
分
の
講
演
を
拝
聴
。

　

乾
杯
の
音
頭
に
始
ま
る
懇
親
会
は

楽
し
く
、
賑
や
か
な
時
間
は
瞬
く
間

に
過
ぎ
、
14
時
か
ら
は
引
き
続
き
２

次
会
と
な
っ
た
。
テ
ー
ブ
ル
に
は
、

ビ
ー
ル
・
日
本
酒
に
代
わ
り
コ
ー

ヒ
ー
と
デ
ザ
ー
ト
が
並
び
、
各
自
順

番
に
近
況
報
告
と
な
っ
た
が
、
近
況

を
述
べ
る
人
達
か
ら
は
、
異
口
同
音

に
延
々
と
54
回
も
開
催
さ
れ
た
匝

五
会
に
対
し
、
幹
事
へ
の
感
謝
と
称

賛
の
言
葉
が
続
い
た
。
ま
た
近
況
を

述
べ
る
会
員
諸
兄
は
考
え
方
も
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
で
、「
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら

の
人
生
１
０
０
年
時
代
を
元
気
に
生

き
延
び
る
ぞ
。」
と
い
っ
た
闘
志
が

漲
っ
て
い
て
頼
も
し
い
限
り
で
あ
っ

た
。

　

た
ち
ま
ち
閉
宴
の
時
間
と
な
り
、

冊
子
に
掲
載
さ
れ
た
歌
詞
を
見
な
が

ら
青
春
時
代
に
戻
っ
て
唱
歌
の
合
唱

と
な
っ
た
。「
ふ
る
さ
と
」に
始
ま
り
、

「
青
い
山
脈
」「
誰
か
故
郷
を
思
わ
ざ

る
」「
か
あ
さ
ん
の
う
た
」「
旅
の
夜

風
」「
蛍
の
光
」
と
、
ま
る
で
歌
声

喫
茶
の
様
相
を
呈
し
、
最
後
に
校
歌

斉
唱
で
閉
幕
と
な
っ
た
。

　

ま
た
の
機
会
が
あ
っ
た
ら
再
会
を

期
し
て
。

 

伊
橋　

宏
（
高
５
）

講演する黒田健昭氏

匝
瑳
２１
・
１
同
期
会

　

同
期
が
集
う
同
級
生
の
話
題
が
「
同
窓
さ
ふ
さ
」
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

 

「
同
窓
さ
ふ
さ
」
で
は
身
近
な
同
期
の
集
ま
り
や
活
動
の
情
報
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

同
期
の
話
題

 

掉
尾
を
飾
っ
た

 

第
54
回
匝
五
会

 

（
昭
和
２8
年
卒
同
期
会
）



同期の話題
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月
15
日
、
旭
市
の
黄
鶴
を
会
場
に
卒

業
後
初
と
な
る
学
年
全
体
で
の
同
窓

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
５
名
の
恩
師
を
迎
え
総

勢
百
名
の
大
宴
会
。

　

９
月
９
日
に
襲
来
し
た
台
風
15
号

の
影
響
に
よ
り
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た

中
、
旧
友
と
の
27
年
ぶ
り
の
再
会
に

受
付
直
後
か
ら
「
久
し
ぶ
り
～
！
変

わ
ら
な
い
ね
‼
元
気
だ
っ
た
？
」
と

大
盛
況
。

　

集
合
写
真
を
撮
影
し
、「
カ
ン
パ
～

イ
！
」。そ
の
後
は
、
昨
日
ま
で
学
校

に
い
た
か
の
よ
う
な
会
話
。笑
い
声

と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
賑
や
か
な
会
場
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
母
校
へ
の
恩
返
し
」
と

し
て
、施
設
の
充
実
や
補
修
の
た
め

に
募
金
箱
が
設
置
さ
れ
、1
6
4
，

5
0
2
円
の
寄
附
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

中
締
め
が
終
わ
る
と
ク
ラ
ス
ご
と

の
写
真
撮
影
会
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が

集
ま
っ
て
「
は
い
チ
ー
ズ
」。

　

再
会
ま
で
の
し
ば
し
の
別
れ
、
楽

し
い
ひ
と
時
は
ア
ッ
と
い
う
間
に
過

ぎ
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
今
回
の
同
窓
会
に
出

席
が
叶
わ
な
か
っ
た
人
の
中
に
は
、

台
風
の
影
響
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方

も
多
く
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
被
害

の
大
き
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
日
常
の
何
気
な
い
生
活
が
守
ら

れ
て
い
る
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
全
て
の
皆
様
に
心
か

ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

 
高
橋　

政
雄
（
高
44
）

クラス 氏　名

A 林　日向子

B 橋本　佑哉

C 橋本　竜太

クラス 氏　名

D 家鍋　　怜

E 木村　侑策

F 渡邉　有紀

クラス 氏　名

G 大草　龍生

H 椎名　航平

P 石原　　魁

同窓会幹事（全日制：第71回／定時制：第65回）

平成30年度卒業し、同窓会幹事となった方々は次のとおりです。

催
と
10
年
毎
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

昭
和
最
後
の
年
の
卒
業
、
令
和
元

年
の
同
窓
会
が
50
歳
と
い
う
半
世
紀

で
の
開
催
と
、
何
か
と
区
切
り
の
年

に
縁
の
あ
る
年
代
な
の
か
な
と
し
み

じ
み
思
い
に
耽
っ
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
を
開
く
の
に
も
信
頼
性
が

求
め
ら
れ
る
今
日
こ
の
ご
ろ
、
案
内

状
に
出
来
る
だ
け
多
く
の
名
前
を
記

載
し
、
少
し
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
す

が
信
頼
性
が
高
ま
り
前
回
を
上
回
る

参
加
数
を
い
た
だ
き
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
、
更
に
は
２
次
会
ま
で
多
数

の
参
加
を
い
た
だ
き
、
幹
事
と
し
て

は
大
変
満
足
の
い
く
、
そ
し
て
、
個

人
的
に
も
大
変
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
幹
事
の
方
々
、
お
骨
折
り

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
恩
師
の

方
々
、
お
忙
し
い
中
、
千
葉
ま
で
遠

路
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

同
じ
年
、
同
じ
学
校
、
同
じ
ク
ラ

ス
、
同
じ
部
活
、
偶
然
の
め
ぐ
り
合
わ

せ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
縁
を
こ

れ
か
ら
も
大
切
に
、
ま
た
、
10
年
後
の

同
窓
会
、楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

 

林　

甲
明
（
高
40
）

　

高
40
回
卒
業
の
同
窓
会
の
代
表
幹

事
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
２
名

の
林
の
う
ち
の
一
人
、
バ
ス
ケ
部

キ
ャ
プ
テ
ン
の
林
甲
明
で
す
。

　

私
た
ち
の
年
代
の
同
窓
会
は
、
30

歳
、
40
歳
、
そ
し
て
今
回
50
歳
の
開

　

高
28
回
の
同
窓
会
を
、
令
和
元
年

６
月
１
日
（
土
）
旭
市
の
ヒ
ュ
ー
マ

ン
プ
ラ
ザ
黄
鶴
を
会
場
に
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
担
任
と
し
て
ご
指
導
を

頂
い
た
、
Ｂ
組
の
金
杉
光
明
先
生
、

Ｄ
組
の
川
内
（
飯
島
）
恵
美
子
先
生

を
お
招
き
し
ま
し
た
が
、
当
時
と
変

わ
ら
ぬ
若
々
し
さ
が
印
象
的
で
し

た
。
開
会
の
前
に
、
年
輪
を
重
ね
た

同
期
生
が
恩
師
を
囲
み
、
記
念
写
真

を
撮
影
し
、
閉
会
時
に
は
懐
か
し
く

楽
し
い
思
い
出
と
と
も
に
大
切
な
一

枚
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
28
回
生
は
、
次
年
度
に
於
い
て
、

会
長
を
始
め
と
し
た
各
役
員
と
し
て

同
窓
会
の
運
営
を
担
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
今
回
の
同
期
会
で
は
、
そ
の

確
認
と
協
力
を
依
頼
し
、
役
員
選
出

に
つ
い
て
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

還
暦
を
過
ぎ
た
と
は
い
え
、
労
働

環
境
の
変
化
で
、
ま
だ
現
役
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
者
も
多
く
、
こ
の
日 高28回同期会

高40回同期会　８月17日　三井ガーデンホテル（千葉市）

高44回同期会

に
集
う
こ
と
の
難
し
さ
も
あ
り
ま
し

た
。し
か
し
、
今
回
参
加
し
た
76
名
を

始
め
、
28
回
生
は
ワ
ン
チ
ー
ム
と
し

て
取
り
組
む
思
い
を
持
ち
、
次
の
会

場
に
多
く
の
参
加
者
が
足
を
運
び
、

旧
交
を
温
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

南
波　

隆
（
高
28
）

　

平
成
元
年
桜
咲
く
母
校
に
入
学
し

た
私
た
ち
匝
瑳
高
校
第
44
回
生
。
入

学
か
ら
30
年
を
記
念
し
令
和
元
年
９

匝
高
第
44
回
生

 

学
年
同
窓
会
を
初
開
催

高
40
回
同
期
会

　
　
邂か
い
こ
う逅

 

～
同
窓
会
に
て
思
ふ
こ
と
～ 

高
28
回（
Ｓ
5１
年
３
月
卒
）

 

同
期
会 



国道126号 駅前交差点 野栄総合支所前通り東

八日市場
駅前ホール 野栄ホール

匝瑳市八日市場イ113
℡ 0479－73－5321

匝瑳市野手2235
℡ 0479－67－5353

株式会社  荒  井
http://www.ekimaehole.co.jp

高13回
　荒井  淳一

同窓さふさ第53号13

＊
無
線
部
Ｏ
Ｂ
会

第
14
回　

匝
高
無
線
部
O
B
会
開
催

　

令
和
元
年
10
月
10
日（
木
）12
時
30

分
、
旭
の
ホ
テ
ル
・
サ
ン
モ
ー
ル
を

会
場
に「
第
14
回
匝
高
無
線
部
O
B

会
」を
開
催
す
る
。36
名
に
案
内
を
出

し
、
参
加
者
は
11
名
に
な
る
。参
加
の

返
信
は
15
名
だ
っ
た
が
、
当
日
も
含

め
４
名
が
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
っ
た
。

　

昨
年
ド
タ
キ
ャ
ン
の
林
邦
夫
さ

ん（
高
11
）は
京
都
か
ら
5
回
目
、
愛

知
県
の
小
林
茂
俊
さ
ん（
高
８
）は
６

年
連
続
で
、
平
山
宗
雄
さ
ん（
高
７
）

は
横
浜
か
ら
10
年
連
続
11
回
目
の
参

加
、
キ
ャ
ン
セ
ル
の
４
名
中
２
名
も

横
浜
と
日
野
で
遠
く
の
人
程
故
郷
へ

の
思
い
が
大
き
い
様
で
あ
る
。

　

79
歳
か
ら
89
歳
ま
で
の
後
期
高
齢

者
36
名
中
、
14
回
の
会
合
に
11
名
が

10
回
以
上
出
席（
皆
勤
３
名
）で
、
全

欠
は
６
名
と
い
う
現
況
で
あ
る
。

　

匝
高
無
線
部
は
当
時
70
名
を
超
え

る
部
員
を
擁
し
た
が
、
名
前
だ
け
の

部
員
も
あ
り
、
O
B
会
は
現
会
員
に

よ
る
推
薦
で
仲
間
入
り
し
て
貰
っ
て

い
る
の
で
、
元
無
線
部
員
で
希
望
が

あ
れ
ば
連
絡
頂
き
た
い
。減
る
ば
か

り
の
O
B
会
な
の
で
歓
迎
し
た
い
。

話
が
逸
れ
た
。

—

閑
話
休
題

—

　

菅
谷
稔
さ
ん（
高
10
）の
司
会
・
進

行
で
開
会
、
幹
事
の
経
過
報
告
を
兼

ね
た
挨
拶
の
あ
と
、
大
病
の
予
後
に

も
係
わ
ら
ず
京
都
か
ら
駆
け
つ
け
て

く
れ
た
林
邦
夫
さ
ん（
高
11
）の
音
頭

で
乾
杯
し
宴
会
に
入
る
。

　

寄
る
年
波
で
?!�

遅
れ
た
２
名
が
到

着
し
記
念
写
真
の
撮
影
、
11
名
は
一

寸
淋
し
い
が
大
き
く
写
る
?!

　

会
半
ば
、
恒
例
の
自
己
紹
介
と
近

況
報
告
と
な
る
。当
時
の
思
い
出
話

は
毎
年
の
こ
と
な
の
で
常
連
の
話
題

は
日
常
生
活
や
健
康
管
理
な
ど
直
近

の
も
の
が
多
く
な
る
。で
も
…
原
点

は
あ
の
階
段
下
の
薄
暗
い
部
室
で

の
、
青
春
の
日
々
で
あ
る
こ
と
に
疑

い
は
な
い
。18
歳
に
戻
れ
る
貴
重
な

時
間
で
も
あ
る
。

　

開
始
か
ら
2
時
間
、
年
齢
的
に
も

そ
ろ
そ
ろ
限
界
!!�

来
年
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
会
も
15
回
の
区
切
り
に

な
る
の
だ
が
、
開
会
出
来
る
約
束
は

と
て
も
無
理
な
話
、
せ
め
て
も
の
期

待
を
持
っ
て
午
後
３
時
解
散
。

�

大
関　

正
（
高
１
）

＊
体
育
部

同
窓
会
シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
大
会
実
施

　
「
第
19
回
シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
大
会（
55

歳
以
上
）」を
、
10
月
3
日（
木
）に

P
G
M
総
成
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
を
会
場

に
開
催
し
ま
し
た
。大
会
に
は
、
江
畑

魁
さ
ん（
高
２
）を
は
じ
め
1
2
8
名

が
参
加
し
、
気
持
ち
良
く
プ
レ
ー
を

楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
例
年
賞
品
の
協
賛
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
日
下
英
義
競
技

委
員
長（
高
12
）、
土
川
峰
仙
さ
ん（
高

12
）、
林
功
さ
ん（
高
19
）か
ら
沢
山
提

供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。あ
ら
た

め
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
例
年
お
越
し
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
匝
瑳
市
長�

太
田
安
規
様

（
高
14
）は
所
用
で
、
県
議
会
議
員�

宇

野
裕
様（
高
28
）は
、
議
会
開
催
中
ご

臨
席
を
賜
る
事
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
表
彰
式
を
華
や
か
に
開
催
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
上
位
成
績
は
後
記
の
通
り

で
す
。

　

終
わ
り
に
、
令
和
２
年
５
月
18
日

（
月
）に
小
見
川
東
急
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

に
於
い
て
第
24
回
親
睦
大
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
。２
月
に
は
各
卒
業
年

度
幹
事
に
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す

の
で
、
多
く
の
卒
業
生
の
皆
様
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
第
19
回
シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
大
会
成
績
】

◎
ネ
ッ
ト
の
部

　

優　

勝　

土
屋　

信
人（
高
29
）

　

準
優
勝　

萩
原　

則
之（
高
26
）

　

第
３
位　

石
田　

健
治（
高
21
）

◎
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
の
部

　

東
〜
南
コ
ー
ス�

神
子　

和
夫（
高
28
）

　

西
〜
東
コ
ー
ス�

萩
原　

則
之（
高
26
）

　
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア�

関　
　
　

守（
高
20
）

　

レ
デ
ィ
ー
ス�

角
田
奈
緒
子（
高
27
）

�

体
育
部
長　

宇
野
佐
太
夫（
高
27
）

＊
文
化
部

新
規
部
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

同
窓
生
の
皆
様
は
、
ど
の
よ
う
な

趣
味
に
親
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
か
。

写
真
・
絵
画
・
陶
芸
・
書
・
茶
華
道
な

ど
、
特
技
や
趣
味
の
分
野
の
活
動

を
、
文
化
部
で
も
し
て
み
ま
せ
ん

か
。毎
年
、
同
窓
会
総
会（
６
月
の
第

４
日
曜
日
に
開
催
）で
は
、『
文
化
部

の
発
表
』も
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

文
化
部
で
の
活
動
を
通
し
、
様
々

な
世
代
の
同
窓
生
の
皆
様
と
の
交
流

が
図
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。（
連
絡
先
…
同
窓
会
事
務
局
☎

７
２
・
１
５
４
１
宇
野
）

第14回匝高無線部ＯＢ会

集
　
い
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11
月
28
日（
木
）理
数

科
生
徒
を
対
象
と
す
る

講
演
会
が
行
わ
れ
た
。

今
年
の
講
師
は
、
東
京

理
科
大
学
教
授（
基
礎

工
学
部
長
）の
向
後
保

雄
さ
ん
。向
後
さ
ん
は
、
匝
瑳
高
校（
高
30
・
理
数
科
５
回

生
）卒
業
後
は
、
東
京
工
業
大
学
・
東
京
大
学
に
学
ば
れ

た
。専
門
分
野
の「
材
料
工
学
」に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た

だ
い
た
。以
下
に
講
演
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

　
「
材
料
工
学
」と
い
う
分
野
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
物

理
・
化
学
・
生
物
学
な
ど
の
基
礎
科
学
と
、機
械
工
学
、電

気
・
電
子
工
学
、航
空
宇
宙
工
学
な
ど
の
応
用
工
学
を
融
合

さ
せ
た
学
際
的
な
学
問
分
野
で
す
。全
て
の
も
の
を
つ
く

る「
材
料
」を
研
究
・
開
発
す
る
学
問
で
す
。

　

た
と
え
ば
航
空
宇
宙
工
学
分
野
で
は
、
航
空
機
や
ロ

ケ
ッ
ト
を
軽
い
機
体
に
す
る
こ
と
が
、
性
能
や
燃
費
の

向
上
に
不
可
欠
で
す
。こ
れ
を
解
決
す
る
の
が「
複
合
材

料
」と
呼
ば
れ
る「
材
料
」で
、
材
料
工
学
が
活
躍
す
る
分

野
の
ひ
と
つ
で
す
。最
新
の
旅
客
機
で
あ
る
ボ
ー
イ
ン
グ

7
8
7
や
エ
ア
バ
ス
A
3
5
0
に
は
複
合
材
料
が
た
く
さ

ん
使
わ
れ
て
い
ま
す
。今
や
、ロ
ケ
ッ
ト
や
人
工
衛
星
も
複

合
材
料
な
し
で
は
語
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
年
話
題
と
な
っ
た
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
の
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
に
も
、
材
料
工
学
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま

す
。発
明
が
成
功
し
た
の
は
負
極
材
と
し
て
炭
素
材
料
を

用
い
た
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に「
材
料
工
学
」そ
の

も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
材
料
工
学
」は
未
来
の
発
明
や
技
術
革

新
を
も
た
ら
す「
材
料
」を
研
究
・
開
発
す
る
分
野
で
す
。皆

さ
ん
も
一
緒
に
研
究
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

理
数
科
の
先
輩
か
ら
の
講
演
と
い
う
こ
と
で
、
生
徒
諸

君
の
関
心
も
例
年
に
な
く
高
く
、
目
の
輝
き
も
違
っ
て
感

じ
ら
れ
た
。

聖火ランナーに選ばれた時の心境は？�

「何で私が？�正直驚きました。インターハイ5000ｍ
で入賞した直後、品村先生からオリンピック組織委

員会事務局からの決定を聞きました。先生は笑っていて理
由は聞くことができませんでした。当日まで責務を全うす
ることだけを考えて体調管理に努めました。」

走っているとき街の様子はどうでしたか�

「区間中最長
の1,450㍍、

赤坂公民館前から
神宮外苑前までを
任されました。重
さ1.3㎏のトーチ
は重く、聖火ラン
ナーの中で唯一、

私だけが左手に持ち替えることを許されました。いざ走り
始めると、周りを見る余裕など全くなく、聞こえてくるの
はトーチの燃える音、左手に持ち替えるようにとの指示だ
けでした。それでも、片側３車線の道路を今自分一人が
走っているのだと思うと、感無量でした。」

２度目の東京オリンピックに期待すること�

「無事開催され、観る人すべてが感動できることを
祈っています。今回の聖火ランナーに選ばれた方は

楽しんで走っていただきたいと思います。」

母校の後輩へのメッセージをお願いします�

「匝瑳高校は、指導者・環境とも十分に整っている。
勉学やスポーツに励み、匝瑳高校の名をもっと広め

て下さい。応援しています。ファイト！！」

聖火ランナーとしての思い出
　56年振りに開催される東京オリンピックが近づいてきました。前回、
最終日の聖火ランナーとして、都内を走った匝瑳高校の生徒がいたことを
ご存知でしょうか。当時陸上部の２年生だった飯島浩さん（高18）です。
思い出話などを伺いました。

理
数
科
講
演
会

�

「
材
料
工
学
」と
は
な
ん
で
し
ょ
う
？

講師の向後保雄さん



支配人　斉藤　浩文 （高36回）

代表取締役社長
品質管理責任者 鈴　木　正一郎（高29）

鈴 木 鉄 興 株 式 会 社

１級建築士
ＷＥＳ（IIW-IWE）国際資格
ＷＥＳ特別級

鋼構造物工事業（Ｈグレード）
一級建築設計事務所

〒289-2152   千 葉 県 匝 瑳 市 松 山 9 9 4 - ５
TEL 0479（72）1105　FAX 0479（72）1143
設計直通 TEL 0479（70）1208
E-mail suzuki@suzuki-str.com
携　帯 070-4064-0002
ＵＲＬ http://www.suzuki-str.com

SUZUK I   STEEL   STRUCTURE  INC

SUZUKI SHOICHIRO
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達
村
久
彌
（
中
5
）

　
　

平
成
29
年
10
月
23
日
逝
去

布
施
尚
志
（
中
14
）

　
　

平
成
30
年
7
月
17
日
逝
去

江
畑
耕
作
（
中
15
）

　
　

平
成
30
年
5
月
5
日
逝
去

石
毛
誠
（
中
18
）

　
　

平
成
29
年
3
月
29
日
逝
去

萩
原（
広
瀬
）勇
美
（
中
21
）

　
　

平
成
31
年
1
月
24
日
逝
去

梅
原
一
郎
（
併
1
）

　
　

令
和
元
年
9
月
25
日
逝
去

飯
島
重
雄
（
中
22
）

　
　

令
和
元
年
9
月
13
日
逝
去

伊
東
喜
男
（
中
22
）

　
　

平
成
30
年
4
月
10
日
逝
去

加
瀬（
鈴
木
）康
夫
（
高
1
）

　
　

令
和
元
年
9
月
6
日
逝
去

松
戸
芳
郎
（
高
1
）

　
　

平
成
30
年
6
月
23
日
逝
去

藤
﨑
久
男
（
高
2
）

　
　

平
成
29
年
4
月
12
日
逝
去

鈴
木
惠
次
（
高
3
）

　
　

平
成
30
年
7
月
15
日
逝
去

鈴
木
利
雄
（
高
3
）

　
　

平
成
30
年
11
月
8
日
逝
去

菅
谷
博
（
高
4
）

　
　

平
成
30
年
6
月
8
日
逝
去

土
屋（
石
毛
）ミ
ツ
（
高
5
）

　
　

令
和
元
年
８
月
逝
去

稲
葉（
片
岡
）健
男
（
高
５
）

　
　

令
和
元
年
８
月
逝
去

伊
藤（
勝
股
）忠
夫
（
高
５
）

　
　

平
成
31
年
２
月
逝
去

越
川
浩
一
（
高
５
）

　
　

平
成
31
年
２
月
逝
去

毛
利（
斉
藤
）貞
夫
（
定
昼
1
）

　
　

平
成
26
年
12
月
20
日
逝
去

中
嶋（
高
山
）俊
男
（
高
7
）

　
　

平
成
30
年
11
月
17
日
逝
去

鈴
木
高
志
（
高
8
）

山
﨑
文
雄
（
高
8
）

跡
部
洋
平
（
高
9
）

　
　

令
和
元
年
5
月
3
日
逝
去

越
川
泰
男
（
高
9
）

　
　

平
成
30
年
6
月
11
日
逝
去

越
川
和
夫
（
高
14
）

　
　

平
成
28
年
1
月
10
日
逝
去

鈴
木
和
男
（
高
15
）

　
　

令
和
元
年
8
月
1
日
逝
去

山
崎（
江
波
戸
）智
弥
子
（
高
16
）

　
　

平
成
30
年
7
月
26
日
逝
去

大
野（
布
施
）英
子
（
高
17
）

　
　

平
成
26
年
10
月
15
日
逝
去

五
木
田（
五
木
田
）敦
子
（
高
18
）

　
　

平
成
30
年
9
月
4
日
逝
去

杉
谷（
関
）初
枝
（
高
18
）

渡
辺（
佐
藤
）登
比
美
（
高
21
）

　
　

平
成
27
年
6
月
24
日
逝
去

菅
谷
佐
和
子
（
高
22
）

　
　

平
成
30
年
4
月
29
日
逝
去

小
川
幸
一
（
高
28
普
）

　
　

平
成
27
年
7
月
逝
去

菅
谷
修
一
（
高
47
普
）

　
　

平
成
25
年
5
月
31
日
逝
去

◆長寿長老杖 
　土川　峰仙（高12）

◆瑞宝双光章 
　若梅　利雄（高17）

◆瑞宝単光章
　高橋　　保（高17）

★ おめでとうございます ★

※ 受章（賞）についての情報を事務局
　 までお知らせください。

ご遺族もしくは関係者からご連絡をいただいた方です。
（令和元年10月31日受付分まで）

会員の訃報について、事務局まで情報をお寄せください。

お悔やみ申し上げます
ご覧ください
同窓会ホームページ

～ 会員登録で広がる交流の輪 ～

匝瑳高校同窓会のホームページをご存知で
すか？同窓会員の「集いの広場」として開
設しているホームページは、会員同士の情
報交換の場としてご利用できます。また、
会員登録を行うと自ら情報を発信すること
も可能です。皆さんもホーム
ページを活用し、インターネッ
トでつながる同窓の輪を広げ
てみませんか。

匝瑳高同窓会 検  索
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太
田　

和
利
（
高
27
）

行
木　

利
雄
（
高
28
）

塚
本　

貢
市
（
高
30
）

髙
橋　

康
二
（
高
31
）

武
田　

英
樹
（
高
32
）

小
泉　

泰
孝
（
高
39
）

鵜
之
沢
正
𠮷

　

（
会　

長
／
高
27
）

宇
野　

典
男

　

（
事
務
局
／
高
30
）

《第53号編集委員》
　

会
報
53
号
は
、
新
た
な
体
制
で
編
集

に
の
ぞ
み
ま
し
た
。
会
報
を
通
し
て
、

母
校
や
同
窓
会
、
さ
ら
に
は
同
窓
生
の

状
況
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま

し
た
。
今
回
は
、
各
支
部
、
同
窓
生
の

話
題
な
ど
の
ほ
か
に
、
１
９
６
４
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
聖
火
ラ
ン
ナ
ー

を
務
め
ら
れ
た
飯
島
浩
さ
ん（
高
18
）に

当
時
の
思
い
出
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

執
筆
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に

紙
面
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
台
風
等
で
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
１
日
も
早
い
復
興
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

�

編
集
委
員
長　

太
田
和
利

※
紙
面
の
都
合
で
、
原
稿
す
べ
て
を
掲

載
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〔
中
18
〕

　

椎
名　

葊
見

〔
高
5
〕

　

椎
名　

洋
子

〔
高
6
〕

　

鈴
木　

雅
健

〔
高
11
〕

　

越
川　

孝
昭

〔
高
13
〕

　

藤
原　

知
子

〔
高
15
〕

　

林　
　

啓
司

〔
高
16
〕

　

関　
　
　

満

〔
高
17
〕

　

郡　
　

龍
雄

〔
高
18
〕

　

金
杉　
　

昇

　

郡
司　

信
男

　

広
瀬　

利
枝

〔
高
19
〕

　

加
瀬　

高
子

　

戸
村
喜
一
郎

〔
高
20
〕

　

宇
井　

照
子

〔
高
21
〕

　

我
妻　

芳
枝

　

齋
藤　

政
勝

　

吉
田
あ
さ
子

〔
高
22
〕

　

伊
藤　

敏
子

　

岩
井　

和
雄

〔
高
24
〕

　

米
本　

寿
一

〔
高
26
〕

　

木
川　
　

覚

〔
高
27
〕

　

越
川　

雅
美

　

中
川　

賢
一

　

鈴
木　

房
枝

　

鈴
木　
　

宏

　

鈴
木　

由
子

〔
高
28
〕

　

安
藤　
　

昇

　

林　

み
つ
子

　

佐
藤　

裕
美

〔
高
30
〕

　

伊
藤　

里
美

　

越
川　

志
延

　

本
原　

伸
子

〔
高
31
〕

　

高
木　

善
英

〔
高
32
〕

　

佐
藤
千
恵
子

〔
高
34
〕

　

白
戸　

早
苗

〔
高
38
〕

　

加
瀬　

典
子

〔
高
39
〕

　

萩
原　
　

優

〔
高
41
〕

　

丸
谷　

典
子

〔
高
42
〕

　

宮
負　

伸
作

〔
高
43
〕

　

戸
井　

幸
代

〔
高
44
〕

　

武
井　

綾
子

　

平
山　

恭
則

〔
高
48
〕

　

飯
嶋　

知
希

〔
高
49
〕

　

及
川　
　

聡

　

増
田　

尊
正

〔
高
53
〕

　

石
井　

智
子

〔
高
55
〕

　

髙
畑　

真
弓

〔
高
57
〕

　

林　
　

恵
利

〔
高
59
〕

　

髙
木　

綾
音

　

齋
藤　

仁
朗

〔
高
61
〕

　

中
西　

玉
恵

〔
高
62
〕

　

中
西　

広
典

〔
高
65
〕

　

井
上　

千
波

　

米
澤
英
理
香

　

越
川　

将
大

　

疋
田　

千
皓

〔
高
6
〕

　

大
木　

正
義 

1

〔
定
昼
2
〕

　

大
津　

頼
宥 

5

〔
高
9
〕

　

菅
谷　

良
民 

1

　

鈴
木　

貞
男 

1

〔
定
夜
4
〕

　

鈴
木　
　

弘 

5

　

千
葉　
　

勇 

5

〔
高
11
〕

　

武
田　

凱
夫 

10

〔
高
13
〕

　

渡
邉　

周
作 

1

〔
高
15
〕

　

桐
谷　

勝
男 

10

　

鈴
木　

久
子 

1

〔
高
16
〕

　

小
松　

徳
子 

1

　

村
越　

正
躬 

3

〔
高
17
〕

　

大
木　

行
男 

1

　

木
内　
　

修 

10

〔
高
18
〕

　

小
倉
千
恵
子 

10

　

太
田　
　

乾 

10

　

斉
藤　

俊
一 
10

　

新
行
内
賢
一 
10

　

林　
　

優
子 

10

〔
高
19
〕

　

高
橋　

満
江 

10

　

吉
村　

成
子 

10

〔
高
20
〕

　

伊
知
地
良
洋 

1

　

小
倉
つ
ね
子 

5

　

大
木　

泰
枝 

2

　

鎌
形
富
久
夫 

3

　

瀧
田　

誠
人 

10

　

林　

三
千
男 

1

〔
高
21
〕

　

竹
内　

明
子 

5

　

新
田　

直
子 

1

　

渡
辺　

敏
子 

10

〔
高
23
〕

　

鏑
木　

俊
一 

5

〔
高
26
〕

　

内
田　

健
一 

10

〔
高
27
〕

　

石
井　

澄
子 

7

〔
高
28
〕

　

加
藤　

敦
子 

5

　

菅
谷　

英
之 

5

　

髙
橋　

雅
行 

2

〔
高
29
〕

　

小
山
田
幸
子 

10

　

押
田　

明
裕 

1

〔
高
31
〕

　

石
川　

順
子 

2

　

深
津　

清
美 

10

〔
高
33
〕

　

加
瀬　
　

仁 

1

〔
定
夜
27
〕

　

堀
越　

礼
子 

10

〔
高
34
〕

　

小
梛　

裕
行 

10

　

平
山　

久
子 

10

〔
高
35
〕

　

桜
井　

隆
宏 
1

　

瀧
田　

進
市 

5

〔
高
37
〕

　

渡
邉　

錦
一 

5

〔
高
40
〕

　

渡
邉
由
美
子 

5

〔
高
42
〕

　

伊
藤　

善
治 

10

〔
高
43
〕

　

荒
川　

千
佳 

10

〔
高
45
〕

　

田
村
ゆ
う
子 

3

〔
高
49
〕

　

加
藤　

慎
介 

1

　

鈴
木　

邦
弘 

5

　

瀧
田　

憲
晃 

10

〔
高
52
〕

　

林　
　

利
勝 

10

〔
高
57
〕

　

菅
澤　

昌
史 

1

〔
高
60
〕

　

佐
藤　

美
紀 

1

　

大
木
香
緒
里 

3

〔
高
61
〕

　

大
木　

貴
紀 

3

〔
高
63
〕

　

枝
川　

良
祐 

5

　

北
田　

真
規 

2

〔
高
64
〕

　

齋
藤
紗
和
子 

1

〔
高
65
〕

　

枝
川　

孝
之 

5

編

集

後

記

終
身
会
費
納
入
者

年
会
費
納
入
者

※ 平成30年10月１日〜
　 令和元年９月30日

受領分

◆ 同窓会費とは ◆

　会費は１年間1,0 0 0円
です。30年間分３万円が
終身会費です。年会費納
入者下欄の数値は、今回
の納付年数となります。
　納入書はホームページ
からも入手できますので、
ご協力をお願いします。


